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(1)１４２ 

新作能の百年(１）

-1904年～2004年一

西野春雄

演劇は時代を映す鏡と言われる．いなiiiiMlIだけでなく，すべての芸術と筒い換え

てもよい．117典芸能であるとともに，現代に生きる減刺の一翼を担う《能》もまた，

時代を映してきた．たとえば，1904年（IU1治37）から2004年（平成16）までの１００

年の間に創作された新作能は30011'１を超えるが，これらの新作能を通観するだけで

も，そのことはよく分かる．

激戦の[Ｉ露戦争とその勝利．大j［天皇１１１１位の慶祝．太11二13年のｌｌＱ束大震災とその

後の復興，脚気に効くという新薬アンチベリベリンの宣伝，法然・親鴬・「1通・蓮

ＩⅢなど，宗祖・宗教肴の遺徳をMII影し，額|}'三'三・実朝・宗祇・芭礁・大雅・利休・

'１k阿弥など，歌人・述歌師・俳iiMr師・画家・茶人・能役者たちのﾘﾄﾞ綾と生ilI:を描く．

第二次世界大戦中のiiik意高揚とliiE執讃美．そして敗戦後の，原爆の悲惨，平和の希

求，脳死・心臓移植の'１１１題，ｌ=|本への強制巡行事件，環境破壊や水俣病の鋲魂をモ

チーフにした作品も唯まれるなど，能はいつでも社会や時代の姿を映している．

一方で，その土地の寺社縁起に取材し，名勝や古跡を縦え，郷ＥＩ２の伝説を綴I)，

孝子・節llii}・偉人の１１↓綴を讃え，新しく興った宗教の教義を宣布する．世の''１のさ

まざまなﾘﾄ件を脚色し，賀を祝い故人を追祷し，滑楕な戯謡を作っては楽しんでも

いる．鳴きわたる111鶴や泳ぎ戯れる河竜など，烏や動物まで登場する．

あるいは，室町以来の伝統のごとく了源氏物語よやア平家物語」ｒ宝物集」「雨月

物語」など，日本の古典文学作,W,に取材した能も多く作られているし，幸'11鱒伴の

小説や'１M本綺堂の戯llll，与謝野,Ｗｌｒの短歌，擶村光太郎の詩など，近代・現代の文

学作品に取材した作ＩＷ１も生まれている．さらにはメーテル・リンクの戯曲「タンタ

ジールの死』を能にilll案して1916ｲ|皇（大Ilr6年）１月に初演された《鉄門》をlWii矢

として．イエーツの灘踊劇「鵬の丼にて」による横道蘭!E雄作《嶋の泉》とその改

作曲《鴎姫》などのように，外|郵の戯曲に取材した能も創作されている．宗教肴も．

[|本にとどまらず，鑑典和上やイエス・キリストも雛j;ルし，美人では，１１１|Iilのみな

Hosei University Repository



１４１（２） 

らず，117代エジプトの女｣ニクレオバトラに取材した作品まで'１§まれている．

では，何ゆえ作荷は「能」を選んだのだろうか．

それは，とi三越の表現形態として，能が雌もふさわしいと判断したからにほかなら

ない．そこに，他の減IMIにはない能独特の衣現のﾘｻﾞ画を見いだしているからであろ

う．ならば能の衣現の特lirとはいったい{lﾘか．たとえば，能がlLi在に時間や空''１１を

超越できる劇であることもその一つであろう．そして実は，201肚紀の新作能を迎観

し分析する作業は、取りも直さず，能の本蘭を洞察することにも通ずる．本稿のＩｊ

的は岐終的には「能とはＩiＩか」を考察することにある．

この'１１１題を考察する一つの鍵として，現代'1t界に対する強烈なメッセージが含ま

れている新作能《無明の)ﾄ》や《望恨歌》《一石仙人》を創作した免疫学者多111篇

雄氏（1934～）の発言にGLl2を傾けたいと思う．《無1ﾘIの丼》は，古代111|劃の物i譜を

借Ｉ)て脳死と心臓移植を主題にした，きわめて先鋭的な作,Ｍであり，《望恨歌》は，

第二次人戦中に1]本に強IiI連行され，九州で死んだ若い朝鮮人の男のi1l:きかけの手

紙を桃えた九州の僧（ワキ）が海を渡I〕，今は七十歳を越える老婆となった男の妾

(シテ）に届ける場面から始まる悲洲iiな能である．亡き夫の11；きかけの手紙に老婆

が「アア，イゼヤマンナンネ」（｢ああ，もう一度お会いしましたね」という程の

意）とハングル謡のセリフを謡い,静かに灘う「根（ハン）の舞」なども印象に

残った舞台であった．

《一ｲ｢仙人》は，妓も現代的なテーマである核武装の否定と平和を願う作【Wlであ

る．．,人ゲノム解読の完了，索粒『相互作Iljの解Iﾘ}など，生命と物衝の本質を知I）

尽くしたと勘迷いをした「人間」が，一方でおろかな我執に迷い，戦争に及ぶとい

う姿を，多Hlは能の形で灘告する．（横道IiAi型雄氏の能評「朝日新ljll」2003年５月

28日夕|:Ⅱ)．村１吋性理論の提唱者アインシュタインがシテの・石仙人である．

これらの新作能を書いた多|]]1il雄氏が避伝学者で1k命科学??i・の柳辮桂子氏（1938

～）との共著「鱗の身ながら往復ilFiYiいのちへのjｔｈｉＢＪ（2004.4.集英社）の１１１で，

新作能に対する所感を述べているところがある．「能という伝統減劇が現代に通用

する訴える力を持っている．それは何世紀にもわたって能楽師の身体に蓄積された

芸のﾉj」であるとし，執飛を進めている新作能《原爆忌》（広島を舞台に「鎮魂」

がテーマという）と，《艮崎のｌｌＩＷ》（長iMiを舞台とする「復活」をイメージした作

ililI）に触れ．「私が原爆の能をｉｌ}<理[tlJとして次のように綴っている．
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断作能の百年(1)（３）１４０

ではなぜ能なのかといえば．たまたま職が能の作劇術に通じているからとい

うだけではありません．実際は何でもいいのですが，能には独特の訴える力が

あると信じているからです．

たとえば，能はいろいろ説lﾘI的な助きをするわけではありません．何かが舞

台の上で実際に起こるわけでもない．能の篭｣iけ人物は，幽霊，つまり死者だか

ら，事件はもうずっと以iiiの過去の川来ﾘﾄﾞなのです．それを見てきた死者が舞

台に現れて，過去のｻﾄﾞ件を物ii(}る．死打だからこそその顛末をみんな知ってい

る．だから疑いがない．何も派手な所作をしないから，かえって訴える力が強

いのです．わめいたりⅢ}んだI)しないで，じっとしている．それを存在感ある

役瀞の身体が演じるから，ｉｉＩ１１ｌｌＬ刀があるのです．そしてそれをじっと見てⅢ分

かってくれる観客が必ずいる．それは千人の分からぬ人に語りかけるよ}〕，力

になることです．（236ページ）

この文章は，能のなかでも,死者の礎がii人公として登場する，いわゆる「夢幻

能」を基準に綴られているので，能全体には及ばない点もあるが．しかし，それほ

ど，能には死者の霊が多く登場する．死打による過去語りの形式による作品が圧倒

的に多いのである．このことは後に示す3001111を越える「新作能年表」を通覧する

だけでも理解できる．しかし実は，ここに危険が潜んでいる．新作能の中には，

いかにも近代現代の能らしい斬新で鋭い作IIlIもあるが，一方で，能や謡が持つ様式

性の強さを反映して旧套になずんだ，陳腐な作,Mが多く存在することも否めない計；

実なのである．したがって．いかにしてⅡ|愛から脱却することができるか，このｉｌ１ｌ

いかけもまた「能とは何か」「能の衣現の将Iilとは{ｉ１か」を考察する上で，重要な

問題提起となるはずである．

本論は，まず，1.1904年～2004ｲ1§のｌＬｉｲ|;１１１１に(M1作された新作能を年表の形で示

して概観する．そのあと，２．そこに見いだせる近代１７年の新作能の諸傾向と問題

点を指摘する．ついで，3.3001111を越える新作能の１１１から．先駆的な作品や注目す

べき作品．および画期的な作Ｉ品をとりあげて分析し，評IiI1iする．それを受けて，４．

新作能をめぐる先人たちの論考も紹介しつつ，能の表現の本質を考察する．そし

て，５．２１世紀に生きる新作能の意義と１１J能性を提起し，肢終的には，能とは何か

を解明したいと考えている．
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1．新作能年表-1904年～2004年一

<凡例〉

1.本年表は，1904年から2004年の'１１１に創作された新作能・新作謡曲をまとめたもの

である．

2.本表の作成には．筆者が国立能楽堂企iIbi歴〈新作能の流れ〉（平成７年１２１１～８

年１月）のために作成した「|ﾘl治以後新作能一覧」を蕊礎としつつ，その後のi凋

査による補正を加えて，第９１m1法政大学能楽セミナーｉ｢新作能を考える」におけ

る舗者の識iiiｉ「新作能百年の流れ」（20〔)4.7.16）の配布溝料をさらに修訂しjW補

したものである．

3.新作能の範囲は，上iiji・求上iijiを'１Mわず，能または謡Iillとして創作された作111,を

中心とし，原lilUとして謡物の類は省いた．

4.配列は，近代・現代における新作曲の流れを概観すべ〈．かつ作品年表としても

活ｊｌｌできるよう年代llli[とした．なお，成立ｲﾄﾞ次の確定しにくい作品は，他の資料

によって推定した．

5.掲載項目は，原則として,作,Ｈ１緒，作（作詞者）・節付（作曲者)。発表年（謡

本の刊行・初演等)，掲救資料（Iii行本・雑誌・新聞等)，未刊謡IIIl集．内容，の

順とした．作詞者または作１１１１荷未詳の作,Ｍは，たんに「○○作」とした場合もあ

る．節付がどの流儀の節かわかるIll1には，＊観Ilt流，などの形で示した．

6.資料収集・iijlM森にあたっては．Il1IlL1允細「未刊謡1111集」統一一二一|･二（昭和62年

９月～平成10年４月．ｉＩｉ典文ﾉili）の成果に負う所が多く，その学恩に感謝111しあ

げると共に，溢料を寄せられた'10係各位に対し心から御礼IlIし｣こげる次第である

7.なお，今回の年表には，英語能など外'五IiWlで書かれた新作能は都合により省略し

他日を期すこととした．

8.本表の作成にあたっては，原柵の幣理・打ち込み等に，それぞれ｣|:｣二真由美，中

野裕lⅢ，中西Iﾘ}子．寺尾奈緒子の諸君に助力を得たことを記し，鯨〈御礼'1'し上

げる．
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Wi作能の百年(１）（５）１３８

NＯ Ｍ１名 一作仏節ｲオ 刊年ｑ成立３Ｆ 鍋WR誌潅ど 未刊&MII鞭 内容
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↓） 
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ＮＯ '111名， 作｡，節ｲオ |刊年･旗迦龍 鍋Iil(蜷籟ど Ⅱ未刊磯IkIjIL 内容■Jｊ

015 皿鴻ぐ§ 作if１;lＩＩ

＊M１ 

【1111：

滴Ⅱ》IIjjlii常

里lHIfl；

袋H墓曲蝶綻二

iMl六帖の柿恩iih⑩jb#lMi哩姫力剛

加蒲う．鐸ﾖはくMi雌糾>とすべきか．

なお．このIiI水の典1ｹ;』.次⑪<溌IiI

!〃)と全く何じである．

O】６
介凡ズム1J＋

獅胤鰯
作緬61F

*NliIt魂

IIlfIi 

(剤jifidl1)I1I1Iii､

と町１１

ｲtfll鰯I1lⅡi篭二

斑iilHⅢの閥ｊ４ｉＮ:kIHLmlの池/jliMi

II1UP)播途ﾛ鋳鵠忠iijのjrﾋﾞinの師臘IN

ljをAliね．二代{l鰯iii坊及び初ｌｔの蜜

よi)花迩の論をきく．

０１７ 
Ｋ･1㎡g

Wi脇
ilr｣1締Ⅱ:が

(hiiIiなし）

19096ド

(ll1iii42)Ｉ～fＩｌｌ 

剛

能撫斬１１(７．８

(iU1l2,1.15, 

.j(ｌｌ;(１２７．５） 

liⅡ鋤|Ｍ１綴|･八

IvI楡121F初猴‘怯側をiii札た編⑪fi‘

ｊＭに飛船をとい．illjの墹勝を兇Miす

る．Ｉｾﾞ，lii竃191神W(j1．悔代の栄えを
呪う．

０１８ 
２９四ｍ四lb

焼黄謄
隙帆L蝶？)作

*汗多Mｉ

I卸91ド

(I賑ｒＩ２ｌ３;I刊
li1｢l舐曲梨絵八

蝿Ｉ器Ｅｌ麺域ｉｆⅢの笠．芥伊ｉｎ醤の斜

Ｉ糠僅寺にJMIL，lf(弼の遮藍を蝋《．

019 
$･５－６ 

腱j１１月
鋤lijlUUI迦作

*蜆||雛

10091ド

(IF朧I2l5illリ
1W1iifIU]jl1鏡･Ｉ･上

1i郷隆避の遡I1jlAMlの畷にBlJLlBj

hの役を艦り゛'１１二錘守る欝いを示・ＩＦ．

020 
此9.Fで

I閏

升Ｈｆ鱒作認

初１Ｍ灘爽節(；

*illⅡⅡ（ 

l蝿911：

(1)IiflI2)玖ＩＭＩ

Ｍﾄ醗晟tI全iｌｒ

(Iilj､12.2） 

ｵﾐ｢〔鐘H1奥読二Ｉ。

郷纈のIljHiをAljLtfW人．その神曾

に逢う．１輪災力'１１１兆”ためにi『らせ，

しばしば織鱒行で億として滴じたと

いう．

リニ（Ｕ 
〒4dBもマゲＤ

Ｘｊ鞠
礁肘三魂作

*Ｍｌｌ職

1912ｲド

(llllifi15)３１］ 
袋刊訟ＩＭ：続九

Iil流3年11113ⅡのＸ｣&節に‘上ｊｉｉに

Ⅱ;c麟士等｡１k兇御苛謙二詣で．式ｉｋ

火M【の霊から棹ir1i賑三稗征没のiiiを

きく．やがて神功li1l付の笈現ｵL奇特&
Mせる．

022 
同人０１基予

境之荊
洲罵

幸111多溌

1911)犀

I綴ifi､13)1吋l;Ⅲ
随獺(ｋ５．７） iiN誌H1雌凝八

全ItIﾋﾞの悪．ｉＩのiii'二現j１．１２藁滅亡

ｿ)きｆを認i)．兜繋11'鷹弥陀#iLixの

効命を受ける．

023 、挫け
ﾉﾄﾞ]:鰯i(lHi竹)Ｉ１Ｉ

犬ＷｌＭｉ筋１１

＊ijl泄灘

l9I1l1i 

(IJjifi0i． 免奥刊
米刊繊rll1li続六

【ﾘIiUの罰，澗班したｊ瓢の蕊にNiえた

杉，１１１治の鰹の1.たれたのを嚥さ！

'１tの航認を示し梓ぅ．

鷺

()2．１ 
丁,いり９８ｺ４

XFm欺慢
キホ災hL作

＊惚{蝋

I912IiK 

([）liii45)７１I刊

｢x児1t凝曲三liU

惚I;(llE１３．８）
１８|｢'１謎１１Ｍ磯i･１１１

｢Ⅱ〔辺の偲翻Ｘ斑臓卒部に詣で，乱

jIWfから孜枇$|:I[I川ヒチのMrMlの蝿ｆ

ｔＭ〈．

025 
Ａ庁↓Ｐｎ６･信号

聞歳の命
今ｊｋ其足'1：

*鴬墳iｆ

I2Iz 

iI；l論15)TmHl

｢蝿J繊蚤曲望研」

質'1{《Hlil5･；）
米Ⅱ麺蝿環1判

１１:IlljQ俊子,猟がif溌子を雛ﾄﾞﾘにk

IliIM足遼i§Mi隊ｉ１の１k且騨之羅のjK蝋
を作IlWI袴に祈りIi【う．

【)2６

』■かIF牙ＭBい

り0iiiの雨
ｷﾉk蝿旭作

*?;鍵iｆ

101211 

楡 5)７ 

｢XH1舷蕊lii三Fi」

!i鰹(IllIl5'８）
I:｢lIiilillll#L続ｆｌＵｌ ''1111挺１k千のiIi乞怖側でiliが降る.

0 

【烏Mff｢０

Jiul征

I洲鎚婿(jil太郎：

11 

*（i(11:灘

WIihﾈ:礪瑚iIiｲｺﾞ

既ﾋﾞﾙlGＩ
ＩとiI;凝生I典篭六

iiを切ってM【した｢§きめ｣という小椛

ii：IilI化仏心遇AUj葎に現れ．毯人．

戯Ｉｉ１Ｈに｢冬きめ｣を,ilねiFliiIj造,』ろ‘

iu繭Wim11f｣②iiiIlIl化

O必８
0.LJlごりVL

lK1dlHIII 
子作

*'i(’ 

2１１ 

klI；たｊｌ２ｌｉｌリ

撒Iiilliii

`i(1k【rrI1I)･'０．’１１

1,.11） 
》刑iiiilI:l囎謎一

jAIdlHI1lのiX輪fi,iIjⅢ11j兵衛⑩獣m

jl,開I1j繁栄⑪)lItjMiら．ワキはililil

人．瞳宣揚．

029 
ＩＭＩＰ 

ｍ脚

杉蹴醗ｉｉｉ作詞

杉11()櫛Ⅱ

窯Ⅲ'1賊

O12fli 

kiI:ﾌﾞﾋ噸Hｉ
柳1職lllll(職１．÷：

kIK元ｺﾞﾄﾞ`Iｻﾞl猯X1iUk際の日に殉ﾀﾋﾟし

たル水術典に取材したI蝿能．

()XBO 
ｂ（’１より

侭I:供養
ｨiiI鍬三郎膚

木皿11t灘

91癖

Ａｌｌ:２〉５jI刊
I8fl諏捌鎧三

kIi血鯉の蓬．１１１科'二現れ．討入の§

fを擬る．同銀｢曲の改作．

ＩＸｌｌ 
《？’ｒＦＣＪｎｏ

問｣､Ｉ
ＩＩＩＩｒｌ 

＊,ii:Jｌ 

Ⅲ１１;・節ｲｨ

ME 

91]砿

Ｍｉ２ｊ１０ｊＩＨｌ 
ｲﾐⅡ鑑Ｈｉｌｌ栽十ｌｉ

ＩｌｉＭのIIi~｢,背水院o)hi⑪碑壕をiMi札，

jIiirの醤人ﾌﾟﾄﾞのH1的慾DLｵL，舞う，
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新作能の１７年(1)（７）１３６

ＮＯ 曲名 作･鮒付 刊年ロ成立年 掲載麓など 未刊謡曲集 内容

リ
ー

お比｡!.，

ﾉＷｉ 

中$僻三郎薊微改

術Ｉ

''１ﾄｒＩ１ｉ一節|;Ｉ

*１Ｍ王朧

]911ｲド

(大j“Ｉ６ｌＩＦＩ
lUllU(61{l(１．３） 米fl識１Ｍt糀二

聯趨篭IH＃の伽１１:丹で大石良雄の霊

に通い．iiI入Ｗ１槻を兇ろ．大jIl燕

211のHIIfあＩＬ近雌IUlifjfの《蕊ｔ
供鍵》のluNiiiI．

033 
二ｈ.'（．｡（

FIfﾀｲｉ 
職H1鷹iHI作

＊I;f多撒

]9101(|｛ 

IkjI:３)H１ 
能蝿(ｋ５．１２） 北刊湿lil#1篭ﾉし

犬偶の勅を受けて武艶拠命１１懐に「l)，

パNji命とそのl21I9．１１陰命は勅に

従うが`次ljlの雌脚fMJ命はhMj[す息

も薪!iまでj底い祢狗ら北，降伏の曾鋤
を而仁F影として５liLd権ｵしる．

０３４ 
nTV1I8g尻１．

後のjjI衣

fllIlj補学作iidl

1iiill1柚二節１１

＊Iilllt流

I9l51： 

(大IIi4）Hjlfリ

｢(汀{欺舐債ｊ

(繭ｉ_{:鋤L一）
米fll稲11雌粧１．

Ｈ麺〃;⑪一派であるＭ住会の別iiiHIIl

lI3智学による箙叔色の濃い鞭1k．lmlt

d)'三がに翻織ｌ伽と虹縮泣作曲がある，

0編
丘!`':人

大典

劇tIli輔111;イ

胡ｌＭ:近筋(’

*馴枇iｉｉ

13年

(（｣li41IOlIF11 
jl§f'１謡lilllf続七

ＸｌｉｌのH】{域大典の離合祭がＷｉ神ＩＲＩ

でｉｊ:わｵLだとき‘塒#神が天女をﾜ|き

通！'て]§Ｆ}LjlWlCを祝１Ｍして蕊を鷲

う．ｋ１ＦＸ蝉|]他大典i2な．捌'１t瞳、
iTlllj． 

O3Ii 
［･ＪＩＡ 

銑i'１

砿IiIIf子作詞・節

付

*金聯iii

1916年

(ｋｊＫ５）ｌ１１６Ｉｌ 

初i力

雄Ｗｉｌｋ５’２）

氷）トギスi大５．Ｊ）

｢#Iの腿」

｢能幣盛鯨Jj1T巻

J|§IＩ砺'11災総/Ｌ

狐iimlhfにＩｋも砥と。姫を【i:没する忠

僕のと人．あるｲｾﾞ，死の使いの老尼ｵ；

轍にJgぴ込鍬鰯を遡しまる．眠}ＭＯら

ｉｆぬた毯人は螂乢灯もかかげてjuい

かけるが．ｉ『〈手'二Ij死の戯F1がqilざ

さｵLてし､て’１ｔ'せとlIlIけど開かず．姫

U)jliの熟がliliこえる．メーテルリンク

'1;~タンタジールのｹﾋﾟｰの翻案．

０３７ 
ｴ･$`ん

おるの鏡 lllDii楽fit作
1913年

(火];､11年

能蝶(大５．３１

舐lljl鼎ilN16･lIl）

｢能蟻盛衡紀Jrを

股iEI1謡Ⅲ喋綻-：

[1分の姿を池に映して．ピlら的

ほれて水花したlIIrlの舐、ﾅ'て

細る．永く３k上iiiであったが，

illillu5)101;．〈['1ル>と改題し刺

Ｕ》孝一雌，。》化Ｉ３，Ｖ１１ｊ・御…巾＃
l)3８ 

lルー9

胤木 鄙llfit作か 大ｉｆ６$噸か
Iiii;､l鼎(人６．３）

<制;11i５．６）
ﾎﾟ刑議lllI撫隷十八

下髄魁鮎の↑｢憧訓l11木村の原木[11妙↑了
聡の綜起に1KN．

０３９ 
ワ｢ハ'ず几

１１県

T蕊H1八IUj1橘iｌ

11.1N藷作(敏博)節

付

＊宝'|:流

l917ｷヨ

(大IK6）４jliU
ｺﾞﾋﾞﾉI:('１(113.1(１） 米f嘘''１１１蝋十一・

''１帥寺に礎総の鰹H1仏’|]iiq↑の縁超
liiiliiiで⑪雌後o)様をii36．

０４０ 

宮１．０ロィ、

稠のiIi
大島好太郎作

*灘多統

7年

(大l}ｉ６）lllHI

''1ｲﾄﾞIIj初欄

能灘(大６．７１ 恭ｆ１職、災綻１．

＃!'〕illiのH1粉liilUI神に恥Ⅱした溺能．

1城７fiR7Hl避打脱を刊行し、’１１２１(）

｝1再多櫨の大冊政苑がiHimiil1il神でiＸ
hlW樹した．

Ｍ１ 
\０３６と

從馴
問i1嘘『作

｢節Ｉ↑なし）

1919年

IkII:８）11}Ⅱ 

ｷﾜﾐ公爵(A８８．１）

能幣[ｋ８．２）

認[||]M』('111ｲi･】(1)

将l謎H1蝋銃Ⅲ

災難の蕊朝1M八mに現れ，渡米を志

し粥lを瀞造させたこと，Ｈ１鍛考ｌ【た汁

を鮒る．米hiii{であったが．1996ｲﾄﾞ(14

皮８j1OjL蝋本11;ＭのNi綴繍ﾋﾟ}，計付
Iqmil瀬でlziiif，256供WI)参照．

(Ｍ２ 
1,9ＬＦ０ 

武蔵野

螂筑lll迄刈价;･節

ＩｗＩ 

*醜１１t減

19]9$； 

〔大正８）６FＩ

１大I鋼三冊典」

(KMItt流改訂小と

１Ｍ上）

米Ｈ耐１１t雌栽十JⅡ

武遥IPfのif、iWn･穂')榊の戚撞で[:1米

|どひぞtfKMAを込治してもらい‘神の

鰹を兇．アンチベリベ'”の効能をき

〈．

０１３ 
尾３か:'Ｊｄ

険鑑

邪iM1之U１１下･節

Ｉｊ 

*観lilijii

l919ilL 

(ｋ]I8llillﾖI 

ijAgl[爾三砺典」

(lUMIfMi改訂卒と

''1($股）

栄刊l譜HlllIL統八

ハイデルベルヒトニ(k心噌111を11本の＃ｊ

」i天｣i}が鋤ＪＬアンチペリベリンの釜

兇をlHき判iIlの栄えを厨う．
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ＮＯ １１１１名 作bfiii付 刊年,成立年 捌瓢誌など 未刊謡1111集 内容

044 

尖；：

ﾆﾐＩＭ 

脇筑ﾄﾋﾞ之助(1;･iiI

(オ

*観lHiii

191 に

《大:IｉＨｌ６Ｍｌ

｢大正巌三耐典」

(剛lU:賦改:;｢水と

liI休猟Ｉ

未｢'鵬111典栽･'･ﾄﾞリ

堂IiIll;Aliの天人，脚力(に力､かi)〉↓天で

きずにいるところを．Iilit蕊アンチベ

')ペリンによってｸﾄﾊﾟUil1ろ．

045 

ご;ｌＪ０４`ん８．人ｏ・

護法週jCMk

[[I';IHI学(巴之UUI）

作劒iiiII1Ih-zii1

１１ 

*観I蝋

11)2】;卜

ＷＩｉ１(1)の({;力、

19;1２（Mlll71Iギ

71111 

｢鮒チニ|砿識鱒ｌ

(師ｆＩｉｔ兆・）
J1刊謁IllljK総'１リ １m戦発揚を楓う．半iiﾋﾞ．

I)ｲ1６ 

ニィ'Ｔぃ

行水
lj1卒安次Ｈ１;ｌ１ｒ

*iｍＩｌＭｉ 

ｲド

(大ｌＫｌ２)811樹(卜

ｻﾞⅡ 

服１１鋤''１#雛円
蝋ＩＨＩ柳↑HSti寺'二肌#iiを桁す野木あＩ)，

そのilf特誠．

047 

-ｔ６．１Ｊ 

蔦加茂

jL：xjillMMi； 

性４木勝Ⅲ郎i1鮒

*iHU城

1923師

(ｋ｣[１２;氷{1１
夫H｣爵llHu織九

土大槻を蝿として鍵Ⅲし，そのＩ嬢を

した徴，盗蔵'二金をぬすま'しんとした

暁ｌ:ｋｄｌのWiの化↓i'たる式_こた､に

戦ﾉﾌｵLる．

048 

くり４屯1

iii卿
桜沖I､ilMIIt

生iｆ

1924年

(jkIl;13)３１１（'１１ 

繭）

未【'1識Ill1Ii統十ユ
大l[大震災をＩｌＷ、没WYiHiW)制ﾙﾐを

漣べろ．

０４９ 

｡,△･'1③１８－ 

腱迄肋
V隷干瓜作

*灘kMi

l92Ii 

lkl； 3Ⅲ111Ｎ 

iili甑瀞能楽史」

覚化(ⅡH14.1）
榊I髄1Ｍし綴jＬ

<鶴I､)J)擬作で，Ｉ#細上之助の功撒を

iliえ恩．kjlilIギイ11．然諾で初横．

050 

:Fヘえ旧人

lli徴111
||阿弥Ｉｉ：

木製|[滝

61ド

｢AC正１５)沙１
*HliifIll1K綴Ｉ.

大阪のWＬここ'１'こと＃j楓''''二跡ハ

qIjilの神in･仏撒･儒欽の三撒一教の稲

理を三型魁上上})Ｍく．

051 

ｊＭ８･ﾋﾞ 

ｲIIi 
111.賛之iii作

節{鈍し）

192Ｉｊ４Ｉ； 

(kIK15l.Iｌｉ 

jfllI1Wi欄2721）

<ｋ15.4.ｉ） 
祷りi話ltIllL続一

ｵiモリ鬼界側に行き．I1tUUI二Miの手紙

を兇せ．fli調I)tililく．古llll(文W１$'１〉

(hIiとも別称)にHiう化作．ilil)に兜

が{iでのlIliill⑪敷楽わざを績})込み，

タ陽をうけてｉＷ)Mﾙﾄ;翼を休める姿に

j迎えの９１１のMjを見る狂乱の結び恋ど，

上演への興味がわく．

７』Ｐ勺０ 

み-POFルド,

三のtJら
')､iIUIに１１１

*Wil誠

1926 

(Ｍ]３１１１川'１
米|i脇1111災iMi十H１

刺ﾙﾋｻ11Kのiii，三の林１，神に戦勝食勝

ロ災淡ノ的現れ，神宮Iil晴の異Ix1iIl治

り)11米を↓;I)櫛う．

柵五臓'1,i1(＃にによるM1桁28.29年ご

ろの新衛付のflliT．

053 

３．０ﾍﾛｰｳﾞ|-A 

水夫人
何戦鱒作

＊４ 

261ド’｢)j＊枡t」

(火,'i'５１１１;IⅡ｜錘(昭2．↓’
ポテ11鯛11#』統十

ルネ夫人．｛】l勢に詣で脅威を受け．催

奥U)興托にも髄かぬことをjfぺる．

05.1 

↓００:5.9 

蝿:lｉｉ

某|X師作詞

IMiMI周漸j】iilij

*再多櫨

】BIM初6ﾄﾞI1Ifil 米刊遥1111奥離１瓦
火牌の擁が崎に４１怪をiiねた鞘ｲ躯打

鯉のWiよりⅡﾘﾄﾞj低学を11〈．

055 

二１Ａ,Ｌ

ｌｉｉ侭篭

1iLlII脚遮{煽り

金＃I｣jill節

*金作Mｆ

I927iH 

(｣ilflIZlPjliHl 
JitIlIi：iill1lll&雑lｌＨ

篭給IllのIlHjWtに奥111胤遜の亡父KIff

の霊汎ｵL・茶H1②奥雛を譜}),ぽう．

０ 

F二J.Ｌ」Ｄｂ１；

幾'１：椋

i剃繼鬼作

人iI:竹･苫,ルヒｊＭ

－１|i桁猟

*観iI縦

lij31師

(ll1iX16lll)ｌＩＦＩ１ 

｢法然上人御Ｊ１{蛾

iijilIl」
村l蔵HIlIL絃ﾉ（

ﾌﾞ卜漸の、糠稀の野)ｊＲ，鑓/11ｷﾄﾆMiで，

｣と111椎ii}Ｌ灘k椋J】鋼fを見せる．

０５７ 

２Ｐ｡‘：'0. 

11-ⅡⅡＩ 

樵1M惚定１ｔ

kil竹.!i･外上斑

一H|;|綿

＊観lltMi

l931i卜

(H1{ﾄﾞIjIi1l(jIIfI｝ 

｢法然I:Aill11IHl

繭lli」
綱I艦'１１災結ユ

lJLMhlZ人の父穣Il1U$1靴の鑑．漣！}埒に

乳ｵL･＿上人の水l鯨『参の巡生に，討死

の梯を見せろ．

058 

ｑ･ハヴ・’

調１１

様ＩＢｌｉ

ｋｉ 

－頂'1｝

＊IMI１ 

定休

がIi･ノドヒ噺

蝉

Mｉ 

1931ｲI： 

(ﾄﾞlIH16)](IｌＩｆｌｌ 

｢ｉｆ黙j:人街1WⅢ

日舳|」
米HiiMlIlA髄1.1リ

識１１の典11,法然上人0)我１tを説き．

ぽう．
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新作能の百年(1)（９）１３４

ＮＯ 曲名一 :作わ節付 刊年・成立年 掲戦雌など 未刊鯛Ijll染 内容

０５９ 
出DCCヘ

戦然

漆11N遭定作

火江H｢F1･;に:斑

一曝艦難

＊iHlf魔

311i： 

IElIIll5j1I)ljiI 

｢i1熱I:人獅ＩＩＨｉ

`HiMIl」
求Ⅱ鐵自iⅡ:続化品

U:鱗の母の死を穏間i瀧，iHllIで椎ir

IIjの勢至九法燃に伝え．法然iiil2H;i：
の具侭と恋ろ．靭繍名，瀞至丸．

(IｌｉＯ 》繩

漆ｉｆ隙定作

大i[竹笥･』卜1猟

-ｌ１ｉｊ詣導

＊131蝉it

l鋪111：

(別IiI611OllH

Ｉ戦然12人勝り凧

IijilI;l」
鵬iLijijlll1Il絃lｉ

lhiが他をiIii1た法然のtIiに．魍蛇と

唯つた獣のli1Pl難Ｌ法M;の脇iijnを
iliえる．

０ 
十gT

h｢途

lBtl]評学{１割

稲Ⅲｉｉｉ二筋'１

*IHI上流

l蝿2年

(､猟17》7jI刊

｢師｝

jLZ 

能【Iｌｌ２

歌,2噸ｊ

」Mルリ

･121 

抑IdjilMIll雛三
11蓮．Ｉ､M§よ'1危険をⅡして殿(『へｌＷ
ＩＩIするむ゜弟のjRm二兇送らせ，ェIPi
ilm忠．ｌ側繍．11職を祝す．

(Ni２ 
ニゥ９

降斑

111｢１J秤jb作ｉｉｑ

桶l1I禎二耐付

*i0lil鑓

19:l2IIi 

(｣llHI7)7Ⅱ｢リ

｢l1i1rkI蛾ii噸ｊ

(IWI;金Ⅱい）
1:IlliiiIiM蝋FII I:ｲﾌﾞ勝隙，輔六天ＩＨＩ正を綱iける．

OIi:！ 
ＩＬｊｇＬ 

総Ihl

[HIlrlW学11詞

iiiⅢ1in二m１１１

*醐職

l9ll2lI； 

<Iillli]7)7｝1｢Ｉ 

Imjfl歌`Mliii」

｢〃漆11→）
溌刊繩'１１蝋1.-.

ⅡｲK1fl⑩慨麟経濁:‘べく,火人とI4l

liiﾎﾁがＨ率'二発ｉｉｌIする．〈後の１１次）
のキリを#ｊいる．

06`Ｉ いふ小。◆ん『・・代
Ⅲ{lIfV学作倒

iiIIIMiﾆﾕ鮴↑

＊剛世M【

1932礪

(WW[17】711F(’

｢報チリiMt鼬iii］

U}irj雑#１.）
ＩｉｌＷ湿jIllⅢ絵十六 l峅水の1111胎神1Wの哩諦皆のIi:人，Ｉﾘ１

箭帝の鰹ｔｌｉｉえる．

０ 
､（Jb叶幻上ｌ

ｌｉｆ艸醗

慨１t守瓜作

金剛(『熊JIK

掌金iil髄

l(132$： 

(RlIII7)ljlfI 
｢鮒I[鰯１１ＭFⅢrｉｊ 軒ﾘ鰯lili雌雑】【

擁＃GjHM[,３１死をｉｆ慨し，我がf多Ｈ１

』Lを灘:１１にJfぴ．忠ボヵ使剥を与え今
fkU)鮒Lをする．-111ｈ金剛溌型ijilk．

(】6６
『.~.？と、

董騎V［
。擢刑：

*製11ｔ蔵

]932年

(Hi割7Ｍ1１
ｲ81！Bi由11A篭1七

#IHI髄1J諄の修諦打．〃H1'１､溌の蓮俄
泪H報で．醗奇の化身jf息機尼よI)111

還蕪鋤総起逸とを121〈．BIii・小if．
<i１選>の擾作．

(】6７

ＯＳ~ 
■-● 

禅ﾌｾﾞ
苫休ﾘi二作

*iO1i1t麓

93秤

IMlilii1IOⅡfll 
』と111国I主#i綻鷺 il:鮒i1iiDの躯子．艦がiii仁化し掻け⑪

辨をiMう．蕊拘に趣`曲.戯Ⅱ

063 
－－■し

iii憐

作者総ド

1:*Mi#1綿

＊蝋世澱

19331\ 

(UK繩)l21IU

Mlit(聡･'2）

沖ji副Ii1IMu剛9.

$） 

limAiM1I典綻１.二
踊騨の1ｺ，船ＩＦの肥の斑IMiⅡ1に１Ｍ･愚

蕊勝'二lM1する悲劇伝説;二階づいた麹〃
i通．IIiiM1の！』i【作らしい．

(Ⅱiｌｌ 
19必Ｌ

ｉ瀬
税Ijjl[二郎I↑

＊Iull灘

3611 

【ＦｌｌＩｍｌ)】ljl｢リ
`i(Ⅲ:(1'42. 48,1勘ｌｊ１Ｉ蔵人

澱舗臓の脅．借にH1ｵＬｆｉ鯖i噸の鞠
ｉｉに，憐が題笈元年にV;l』瀞主の民ＩＦ

戦iiiのためにかけられたことを籍I)．

１mと倣って紬$を泓せる．；Ｉ粉，淵繍
Mi． 

０７０ 
ﾛピ（Ｉぞ

佐懸l；

'１１甘文吉作

iMI醗之節ｲﾅ術卿
*側lltif

19356ギ

(附剥10)I｝|Ⅱ
iIjllllWⅡ(d1117.12） '&FlAjiltIlIL雛､： lxlⅡXljihlm作.Ⅲ村立吉修補(I(Rl蹄〉

の改作Ⅱ11.

()7１ 
一らＺ合う

j:１１１ 
uI貯修作･節ｌｉｌ

*Ｍ１}職

Ⅱ35$： 

【F(Ⅱ111(1)１１１川
｢鱒と過」 ｲill1脳Ik1I職jＬ

l[lIl聯の１W，HMI;fの示皿を(iiぜず關
②'１１にＩ:１Wと駈って十年,次代のｉや
hiffI二掘り111きｵ１．＋l1ら．このH1⑩キ
ﾘのiﾄﾞを《劉光)というiil．

072 
＋４４，ｌｂ･ごみ

編111かづら
11蹄|雛･iM1ll

*製肚涜

19K15年

(畷創ｌｉﾙ;Ⅱ｢１１
｢典之避｣ ｲ:｢11鰯InuL濃'１N

ﾋﾞｲsをlliらす紅難する鰯､づらｔ伐る

うとする仙人⑪耐に．紅興の柿が乳ｵL，
lRることをltUbきせ，鷲う゜

073 
Ｊ易KFT．

Ⅲl禰
山騎修作･節1１

＊螂壯Mｉ

I9351iH 

;[lIIUIO).lllHI 
｢ﾌﾞ;と忠I 』:Ｈ緬曲蝋騰}［

qig歳川の辺ljのｉｆ、111を巌って厳戒ｉｌｉ

ｵしる上に捷をこめ．その([察を鰯ね杉

の木の「⑪蘂IFにi；〈．禽篭すると．次

の差が現jL，ＩｕｌＩＦの`11．践刀'二kつ
て葛念を噺ら-ｹ．
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133（10） 

NＯ IHI名 作ﾀﾞｆｎ付 刊年、成立年 禍､職Sなど 未刊脇曲染 内容

0711 
1k1.h勺

H｢1ｋ 
ｎｌＩ 

の

§な
｡あ

き薦

lllNfI膿(ﾄﾞ･mlI1

＊ｕｆ灘

】93群

(巡劉ｌＯｌ`ｌｌｊ｢I
幟迄賎」 求Ｎｉ譜|#lⅡ鑑八

ﾊﾙﾄYin街.Ｎｒの術｣gｵI守る!jロノ１

人照りて，かぐやl9itiK｣:に連IL去り‘

廿jkの涜頚i)ﾀﾞ鴎lLら.

I)7５ ４個け刈叫洲 IIIWfl鮴･jiiill

*剛ｌ１ｔＭ【 試和鰯附 (ｉｌＩⅡ訓
｢?蛯巻」 ikFIifllll#1緒上

武添のilｹﾞｲtのllI慨餅深111のi6に夜

MiIlして．汁i'よI)ＩＦの秘低を掻ける．

Ｏ７１ｉ 
ﾏﾉＭ÷ 

弾丸
IIIHi鵬鴬･灯lイ

＊餌１１Mｔ

D359 

W1ill U)ｌｉＩＲｊ 
｢】;と懇Ｉ 4瓢謹&I典縫上

<蝉凡>の一彫をfhll:したIlIlで,阿文の

所が多い．

077 ”幸艸” IIlRil雛･節IＩ

＊ljl肚瀧

93試

輔iｌＩ `;ｌｌｆｌ 
｢鷺と巻』 求刊調111M鎧一 <]ﾋﾟﾙ:)の翻粥１１１.I1Ifl5ICini.

(】7８
「いＩＯＬＬ

水1111非
憐K催Iillf・il鮒

＊捌M:流 試祁ＩＩ ■｜・－Ｐ■■、■ＤｄｑＩ 2)21刑
求fi1識Ｉ１ｉＩｉ維六

割胤の水、寺にiU棹現ｵ１，iIiI瀧見せ
る．

０ 

９.［Ⅱ 

鹿脚

＃多六iigk鋭化1１

＊Ｗ多流

19371； 

(MilIl2)lＩｊｉ 
＃多(剛12.12） 米同憂iRIllL篭六

勅Mj･常陸の蝋l:杓社に参り．iIf将に

逆う．水戸別公瞳ⅡI斉剛1:(笈石>を．

111Ⅱ1112年．＃多M(で改作iniiiする時〈腱

K>)とilk名した．

(Ｉ８Ｉ） 

、（fハ

l鍬
卿多jAf平kiiIiK

＊卿多稚

I9lI7準

(BMNiI2jl1II初iｉｉ
脚多(INI2.10） 米Ⅱ鑑ＩＭＩ綴

lXルの駅にて,購水Ⅲ皮，jI;iiを謝し

てik郷に儲らしめる．クセにｱ補公父子

蛾ﾘｰに11ぽ一致．Ｈｆ来鍵新ごみの古lllI

を趣作し、［1lilⅡ2年｡欝多i繊【現iﾃ111

に輸入jL土．

０８１ 

8Ｗ､３ 

ilJM 
杉i[I雛1作･iTll

＊飢iii蔵

】9謎11；

uiWIIl(WlIリ
宏刊謝ﾖ雌莅｝三

lWW1のＭ１区，１６本iE斑卿の劃紀州大

ｵsの111にlmIL、腓を認愚．峠inⅢ在ｌｆ

の作ｉｆは他にも鱒三上'二瓢付したく水､】

が)<４:勘>(H1lHの軒)<鮒地蝋>喰とを
Ｉｆっている．

I)8２ ｌ９ｒグも且』７Ｊザ？Ｐ■ 
'1:江FII助作

＊蝋luiii

l93Sfiモ

(F1Ⅱ1113)ｌｌｊｌﾃリ
Ⅲ:刊蔑I3i#i鵠十

１４学7Fのネギｉｆ(12(シテ)(､】11服を題１１

とし，平、nMM(ツレ)をIMLでK1近発

ｌｌｕ)底をこめゐ．６;荷はIAIXの人．

083 
8,（９２Ａ２１４ 

荒木Xli締Ｉ
i蛭艤史１１：

＊瀞多溌

93111｜ 

ﾖWIIl ;!)IIllilll 
米刊溌lhu鎌一

篭ju歎鴎．節撫筧水Ｘ右衛''1の助力で

川合xJIIY;を;Ｉつ．

(18,1 
ＴＩＤｃ垳忠

瀞'１１寺 lX灘&灘(たllb111z

ｌｈＩｉ水食柵(11,3.

Ⅱ】

鮮鞭鹿ｌｋＡＬ

｢１t”｣I蹄59.2）

絆I患illⅡ蝋三
１１I輔の俳人.近江`)獅幟に脇で，世

jlKIlMIジテ)．裳m(腱ジテ)の霊に逢う‘

l)8５ ．、止凶乢肛１冊 }弁I:桜１５１(1;･jWl付

＊剛ｌｌｔｉｉｉ

】9381ド

(【MI1Il3IlOm(Ｉ
米刊識lllljL緯一

lUHLIl:厳111に大M(盤111:}醜ｊＬ絨溌1１
ぜる．

086 穐邨脚Ⅲ⑪ ｗ眼叱 小

＊ 

鴨殿作

［蝿６

193柵

(W1ilI ｌＩｊｕｉ 
`kＪ１:ＩＦ1157.9】 栄HiZltIlluWi-

ⅢilliIilの麗袴，ＩＦビチ随の仮災に収IIL

た地力凝曲Ｉ．

0８７ 

L・「品ＪＥえ■

iiIHの櫛
鱗I:傾国作･筋１１

*肌世茂

9301 

鞭ill Ｉ ｆ ｉ ■■ひげ
軒l薗IIIM鎚一

ⅢH1の宮の伸擬のn．神霊WlIL､縁起
をNiろ．

【ＩＢＢ

･WhQqJ-’ 

騏腫

｣:岐杵Iffll:側

Ｗ多災iii付

*蔦多iｆ
’０１ ３１ 幽剛 6Ｍ１１刎横

｢計{1:能鰕起』 米刊筋11Ｍ蝋十六

似肱に肥騨;kﾁﾘ】蛾塊ｵL，術2i:[11にｉｔ

び測ったdfJiなどを11.せる，11139(昭1１１

1.1)臆９J1Mt欄．・時，専多MuHi鏑．

()8９ 

ｑ･Ｈｇ〒ｌ

冠｢1山
小ｷﾄ肺雄節｛0１

＊ＩＨＩ螢iMi

9IO1 

Illill 5)lIjIHI 

ﾉL1M足(:1115.12）

MII(FM17.0） 
未Hifil1I典篭二

筑Ｉｉ藏門ＩＩＩ群↓lにzlk嘱の巷mlL、何

ウロ

090 壺仏鹿
舟iＩ強チ什iＩ

脚iE金jk賞鰄什

*金無蹴

l939liI 

(WiXⅡ1)|Ⅱ 

夫刊灘ｌｌＭｉ枝1‐

<g腺>にili職

｢MIII癖．Ｈ水１１(送粥螢から｡「奈良報

のことを証にIﾄﾞってくれぬか_との依執

によＩ)作ったという．風靴ｆＭｊ．

I)9１ 
ＬＰＭｂ 

５ｉ;i： 

鋪l轆子１１割

脚F1金ｋｌＭｉｉＭｌ

*金ｲi:M【

06ド

閉IIiI5)lIllIh逆‘

1年lllIi｢Ｉ．４蝉

2jjMjiii（ 

劇｢l]鼎(轍13.10）

｢脚の荘jEj｢聯lａ

}Ｍ１｣など」

ｵ刊猷ｌＩＭ聡十
｣I}:ｉｉの壇．蛍iti盟紫豊辿11ぞけること

ぞIとせる．
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新作能のin年(1)（11）１３２

［ 

Ｐ 
－ｌ 

Ⅳ０ IHI名 作､｡(節付 刊年.､成立年 掲叔雌など 未刊隅ill架 内容

092 
ＰＵ・ｂｂＯ２２ｄｑ

ＩＩｌＡ〔ii聯呂

｣:岐艀11V作劇

H:多拠薗(iｔ

崇灘多篭

1910年

(]iⅡlⅡⅡ】Ⅱj1Muii

l9ⅡjiZ(＃ilⅡfi)５ 

Ⅱ厳廊塩ｌｉ神牡に

て繋記辮伽．

｢他獺衙驚抄』 繩I謡it#戦'七
がlUWMD鬼統を1:})忠Iliと閥〈排Eｉ

きれた轍I雑ｉＩｉｉｌｌにK(}ＩしたM1能．

093 
',●･Ｉ'二P0Z（

十八桧
』..I､Jk作

<櫛(鰭し）
認llIlIlI剛16.1） ｲ刑謡曲Ｉl磯六

fiHiの蝋，輿典jIl帥卜八I鷺のIﾕﾋI】に

j$l北．Ｗ感の斑をsMiりF1う．

I)9１ 

ggDAU 

二1J

＃[I丑二jmi1：

飾醗竹政１１：

凶11嚇之HiIlf

熊1m&滝

】911年

(HilHⅡIij･l1Inj 
制lllIIlL(F1ll作１０） *ⅡiijilMl続Ｉ。

二酎猟樋の神鐵JHれ脚う．（二:Ｗ騏憶）

とも．

095 

分＆．とｑ

跡地篭
杉i鵬凶Ｉｆ･iiII

＊、11篭

9411Ｆ 

昭1{]lli)Nｊｌｆｌ
農刊識l]Ⅱﾘﾑ

li1IIIⅢ蛸地蔵尊`)Ij1超i二取Ⅱ．鮒'二

来るた災憧聯地蔵,鋤Iitjuikす，

096 

OIF 

;ii侭

ｋ緋11;雄作測

葡池息次節柵

*Ⅲlt流

1941鰭

薊16)5）I刊
｣:Ｈ謡曲１１蟻上

宗風膿し伝謎に聯ｲ．白河の〃ｾﾘ輿ｉＴ

のi1lを腿詫ill・蝋ハの穂にIとえる随

神のlf1腿見る，

勺０ 北〉蕪 奥'１１段iFWi：

*9i2ll：滝

I94If 

l熟H１ 6)S1IiM 
踵i(11:１%Ⅱ８．冊） ltlI展11tI#1緒lUI

ｲ､ffが愛N1した￥のVli，嵯鹸Ｆ１にＩｌｌＬ１

ｲ､勝の、砿を蟹り，攻仏す．

()9８ 
、dL4A

ill蝿

11｢中災作ijｲ･jii｛iｊ

(溌辮I】刷本】

＊ijl仕詑

19411ド

(昭N】１ lﾘjfI 
illllt(i1l1Ij. ＃刹銭Ｈ１＃1続六

常|if仮紬11での親岡IL人の法甑を}何〈

懲感をil}て思想瀞ｊｌｌｌの１１１１<1のためわず

守XIl11jでﾊﾆ副XiIlを終えたとb､う．

竹Ⅱ;'ｿﾞ斬１１議虫2611ｮの01:の漣女作．

I)9９ 

T4g？ﾋﾟＬ４て

Mﾄﾞ光擁Iｉ
lhI浪雌iLjli(Ⅱ：

*捌１１上流 □■■。■■■向剛拠珊■■０ザ日日Ⅲ ijjmlW(１１{Ⅱ(i･10） 将ljiflMuL 036<肌''１１)(大I:５．１)の｡』(作1111.

100 
セ０やｇ

ＲｉＩｌｌ 

小仲Ai遡作列･節

Ⅱ 

*ljIlltMf 

I9Ili： 

【昭Ｉｍｌｌ）
IUlillii】(I】けIDI 鵬刊証曲】蝋一：

髭iIqf)命(みこと)．紀付IiEIlli二｣ＩｕＬ．

舟緋をlとせる．

1０１ 
◆代手品『

八囎丹

iTIlI塊作ii』･hii付

;i↑写印刷ｲﾐ）

＊IHI;鱸

1941～I31i:ＩＪｉＷＩｌ 

16-1H)qｉ 
米H1謡曲典縫１．Ｋ

神風１１[笹の１１F先を助'６と八曙.陽が,魁

ftI二班った八蕪に乳19．先導のｂ腺を

兇せる．

102 クレオパトラ

竹'１１蝿作禺･鯉IＩ

iEWlWMi＊！ 

＊IUlif流

1941単

(剤illlIii8jl～'5

112(ＩＭＩⅡ2oIiIl以
細】遍盤IML篭勇

ニジプトナ･イルiblのにとi)にクレオパ

トラの軽剃れ．Ｊミアントニウスの｢】符‘

fIらもⅡ『蛇に蟻きれたことなどをNiら．

103 

；Ｌ･ｒＤ８ｑ 

Ｊｉル謡

11811世作劃･節Ｉ！

(詮写印劃ｲ8１

＊Ｍ１蝋

l川Ijl：

《剛11116)SII～４３

年(HlW《l幻jIljIn

ﾘﾉﾘ 

ｶﾞﾐﾖl諸dllli徒:；
鱒)雄が擁しい鷺;ﾄf)歴”liljIiに，鴬

ﾘﾄの1$【'堰戦して．ｌ『を』ｶﾞﾘ膳う．

1０１ 
Ｌウ：グｃ十db6･

蝋ili脇緊

砦[I:笈作勇･蔵Ⅱ

(H1写印鳳本〕

＊棚if澱

l9flI6蕊

(]ii和16》IIU～I5

Hi:【F1IIll2o)811以

Ｉｉ１ 

鵬Ⅱ諾iM1i職1.J［
穂列i､ｲiの篭．lii時櫛'二鰯､．。虻F）

鷲ilil1鵬をiiliる．

1０５ 

Q『〈武8m

水ili擁

Ii｢:10従作渕･jｌＭｌ

【蟹TF印刷本）

＊MI1説

1911年

(fMnl16Wl～:３ 

年(Ⅱ繩20)HjIjl

Iｉｉ 

』刑鵠Ｈ１雌績1．１，１
tIlI1多Mi鵬ffが抗蜜１J猛と比にｋ,i4ir

Iﾆ沈んだ二とをIliく．

】()６

ｑＤＡん

Ⅲ阿弥

Hr陽匙逓{癖１

翁､I蛾DII付

＊金剛Mビ

I鶴l串

(MiiiM16jHjI作

191坪(､鵬Il7ll2

111Ｍ 

筋iⅡ鼎【､'116.10） 1$Ⅲ腫對11紙上

1t膵弥．ＩＭＩリトのllf渡の満稲寺のI畠1Wに

花やｵﾛなI)しザと．ｊＥ暇にUiLlilさｵした

悲しみとをiiiり．Ｊ敵t偲んで梓；．
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131（12） 

ＮＯ ‐IHI名 作父節付 刊平□隣立年 掲載Hfなど 未刊醗IIil巣 内容:‐

107 

１つ~Ａぃ

UIB｡U子
0凸･華

NⅡＩｔ会劉Ｗ１；

iR1LX随i1Ijl･IMi

１１ 

*iIlMt礎

I9IlｲI； 

;XIIIIIlI)111識Ⅱ

錦ｚｆｉ聡･ljjlWiri，

limI1iiiィlI1ir

UⅡI:(『316.1小12,

17.1ｊ 

繩I厨ｉｉｉ\.1CII(鮒

１１Ｉ･l2j 

炭刊哉IhllL茂九

j川０１の}噸に,JHWtのWiともった忠趣

HWL風いの§堂を&liⅡ脚う．時局物

として迎えられ、レコードも鱈ｔ,l9I2

fI;イタリアjIiINの;;蕊｢Ｌ４Ｗ１ｉｍｃ

Ｍ［】i(CIURIjIj｣(１９継木)も織旛Ｉした，

IDB 
19：-父

仏測

小Ｉ鍼吃作釦

#汁緬次IWBiiIl

*剛l髄

19.l1IiH 

(IlHlⅡl6iIllliリ
神Iii2IilIlk終二岳 “l;二芭鱒の窓蝋L胃う．

109 
【．ご’.292[■

IIiNf8i 
瞬MJ1n：

(節{魅し）

'1112$： 

(W1IⅡ17)剛Ｉ
．K1k:EHI7.9］ 1とRljflllIlA篭二

｢シシ才ポール筋筋を記念･Ｉ･ると｣$に．

無ＩⅡiiMピプン｣(の擁斬'二駄瞳を糞し

て｣(|:っ庭11】で,Ｉ上茶時爺をBMi物とし

て扱う．

110 
八Ｚ９さぎ95

11111m鰯
小I鮒i臆Ⅱ；

(iiIIlなし） ｉ Ｉｊ ｊ化●１１， 角？■■■５０凸■■■
■０｜ＤＰ 

・Ｉ－７□學砒醐鰍二■■■。■Ⅱ６ llllHI:W17.1） 緋I患IMI1li統十Ｉ

タイ，ビルマIOMliにある｣&jkの鴎に．

１２玖とそのチ肘ilIの霞ｌｌれ．火蝋亜の

'１噸に鋤Ⅱせんと1･る．

1１１ 

,Ｐ－ｕ：‘ 

瓢Aii

j:岐齪!(1:劇

#多蝿節｛Ｉ

*Ｗ多M［

'96211ｔ 

([!ⅡI1I7lIll成,Ii

MMiii 

｢剛}:能繊ご」 米刊鼠ｌｌＭｌ絵三

Iii｣〔と囲って死んだ1W釦の鮒子の鈴ｵ（

飛騨守iK静の螢，WihIのｉｆをiilえ．韓

ぃ②雛ｆを細I】何ぅ．HlihI.上に荊肛

|(lIiⅢjk忌雌.（lMlklj:人)とも，

112 
；L-PH｣ 

鵜：

炭瀧虚子１１;が１

111M職とjHIlirI1）

DilU 

叢i０１批茂

Ｍ２４： 

ＩＪＩⅢl7jlj1M(迫

Ｉｉ４Ｍｉﾘilji･刊

ilⅡ！([1117.;I】 栄HiiilML総I･穴
AS附二渡った徒経ロジンギスカンとを

凶．その醤．IMLの｣1kにmlIろ．

113 
凸８P･弧⑭：?■

卿iliのiｆ
iMlHi猫之肋lヤ

*側lltiii

1942 

(''311117)IiljML1ii 

能辮仕獅73}>(町

I汁2.5Hii{1:〕

侭1111鼎(B1llIl･池

作；

細IIKM1I1職１１１

jMiIUiの醤，犬９１[薗輯糊11ｉの勝jiIを好

き．併せてWt勝郷iる．I1rIfはOilH新

ljUIl:1,Ｍ．公ﾉﾋﾞIlll･堀11:の二liiがある．

114 

q0r0j6入キ

ー･と脚

計[I寮ifiH1ii1ljl

i肋k太三nIIiiIII：

＊IUII士鮒（

lJI21I2 

(lllⅢⅡ7)911N 
米H1溺lll[岨二:十 近丸鮒

I:IⅡiE祁神11に．Ⅱ本式<I(の神霊3１

111吹llliIjlRU)二と准と,tMiろ．腱

Z湛なIil．

1１５ 
ｒＬＬ上

11(仲
りし側MIimI1；

なし）

1912ｲド

{剛１１Ⅱ7)121]猟F１
煮HljiillllⅡ雛二十

I9111F1211の乢蹄:鱒攻累'二jjll愚患笠

11(神!f１Ｍ:の附職状inをIh〈．溺曲の

I蝋を准菩態い戯I↑．

116 ①月■■▲⑰』・川出
{:随欝lffll;J１

脚多蝿INI｢Ｉ

＊Ｗ多iｔ

1鋤:liii

(Ｕｌｌ１Ｉｌｌ８)llj 

灘多(XllIi･I〉

1914年１町IlII1IⅡ

iXMj;Ⅱ 

｢i蕊闘綱ﾅ」

求刊剛Ｍ１綴i･;Ｚ
lﾉﾘ齢畷にiHii⑪窟蹴１，台輯の府樵を

IIliら．

lｌ７ 
▲《｡､い６％

frNi鎌
llIM1R網↑；

(節付なし）

IDI311 

(Ｉ１ｌＩＩＩｌ H)3Ⅱﾁリ

｢il1hjﾌﾞjIlI藤｣(｢1１
29） 

jl刑jiMlIl難１．円
魁ｊＥ１ｉ厚,鳶Ai職を艦):しＷｉＩｌＬたIｈ

l鯛M1の嚇斡１Ｍ，

IIS 
▲↓｡,！-芯ｂ

ｌＷＩ(艦

<iiili少尉鵬Ｉ

i]Uilt鱗と砿Iii･fr）

節ｲイ

＊ilullF職

lﾘI:IfIi 

1ＮⅡⅡlH】5ilI1･側

iiii 

iHlt(Ｉ伽8.3｝ 農｢１１談Illl蝋凝1.1Ⅲ
バリl(亜型侭⑳!;111[鑑．赤逝神の助けで

赤、⑪魔界をjkりujろ．111柵．聯jli揮

119 覗佳
小I噸趨Ⅱ;#１

1Mﾄﾞ職迄娘iMI

＊Ⅲ世iｉｉ

I艶3年

(M1Ill1ji)Hljl｢1１ 
il1fi(恥8.31 米Ⅱﾑi111il職･卜。

筑紫のlil通11Ⅱ二jIiでたえil:lI1IjjO)iiに

緋liHの霊蹴1．緋擴の馴れを線i)伺う！

協水の糞lu･IiIiIiに｢爵鏑[[I｣とある．

０ リ］Ｉ ●も小】●ウーーニデ・仏乢・１１）らし｝１℃０℃・炉、夕令懐 |ｆ臨箆週１１

(iii{#なし）

11.I3Il 

IlIIII １$） 
侭Iij邪(蝋lli･iｊ 未刊iiillMI絵一

1製繁漣の析刺を型う，〈弱>に擬した
析軌的．

ｌ ツゴ

ＵＬｂ・」・

火雅
｣i蝿絵ijiWIIv学１ｔ

随１１研究金Ⅲ：

I:lfl 

WⅢＩ H） 
Ｍ１咄【'11118.H） 米fIIjflIlIuL號七

池の火曜の遮泓ｵＬ１謙う．Ｍ１粉Ⅲ池大

１K．kHuMiのiiiIlであったか，

２ リ】

ＬｄＭＬｎ：Ｚ.:人

,IikkA 

!:班澆騎作iｌ

W多趣i111

＊灘多蹴

191;I{ド

(WWllI8)IOllIUiii 

灘多(昭18.6〉

｢能蕊折４１１卜Ⅱ、

(1ili=iL蝿」

栄IlliiiIll1Ⅱ蝋六

:l職のお水W(i)の仮鐵:鵬づいた％

k女人の鞠冊とpfW1Hﾘ､I/)伝乱も加

える．勘多慨jII1iIl川1952(DH1127l年
!+)I鵠＊i11行．
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新作能の面ｲﾄﾞ(1)（13）１３０

､同一一匹面可画

鬮翅關1昭晒囹，~Ｍ‐
畷■隠円四囲，…h，

Ｉ 
【

ＮＯ 1111名 ､作=jMiｲオ 刊年．戒〕624Ｆ 禍ＩＭＩ畦など ﾗ|:１１１謡ＩＭＩ雄 内容

123 

､(庇8:△為９－

典の細i1j

疏鳴哩子化ヨ

桜１１l金太郎節Ｉ！

*金椛聡

191311： 

(E1W111IIIlOllii【道

1111Ⅱ初１Ｎ

｢｢奥｡)慨廼｣｢腿畷

Ⅱid｣嘘ど』
繩I謡曲典韓-：

芭鰹．iIiIhiJ)1iiで．雁捗へとIIl17をim

tP遊女とiiI1『せず．１１伽‘jkItlMtって

Ⅲkつ．世倣:rmfIlH忌ildな．

12.1 

二Ｌﾛﾃﾞﾉｫ･

懲填
竹腰髄Ｈｊ１ｌ：

*金勵洸 ０００ ８ １ － １ グＣＣ１醗黙 釧玄.IlFlI卯 卿1iii曲1A幾1１
滝'二lに災恋し『1段したllliiM贈を滝[】

鍼3愚．職iiの笹騨Lnをロう．

125 
}･〕｡.忠？；iD

内llilK
技弼便11：

＊鰹！{流

19131； 

(剛ｌｌⅡ8)iIWH

193ｲﾈｉｉ２９)２１１瓢

＊分離薊(’

抑IiiilMi総-:Ｉ

１１１１Ⅱ18{I:１１１，ガダルカナルⅡi二てＷｉ

職.イMMな職鎚を漣げたl汁k1い大川

lIAl鮒１Ｍ)U)ｲi鵬を，郁ｒｋｙｌ鵬Ｍ１．

1Jを訪ｵｭてiliろ．

121Ｉ 
９上：ａい

玉砕
11『111輪卜１１；

*瀧I鏡

9l3jl： 

[ｌＷＩ１Ⅱl)～･｝坪

B1llI1I9)Ⅵii[iii 

》刑鐡liIl蝿統二:Ｉ.

19431121Ⅱのガダルカナルハ玉砕を

扱った】11で‘１１ﾘﾐの羅列ｶﾘ(４と雑〈

ij蝋）if作ル,咄避塙．

127 

;，人ミモ

jt芝
l:破蒋際{ド

櫛伝憾Ｌ）

94.111： 

HNi【Ⅱ9)１１１１
能楽(DK19.8） l:Iliiii曲りL総；

I;鎌の徴．ＩⅡiilW)lant符節にj亡竃の

ことを綴り．フビライの趣mll敗範を

Iili愚，:iql画,11iｲ11の際物．

121$ 如耐疵 二k岐鮮Mil18

(麓11儲しＩ

918fド

XlHl23:liIir塙

*だIiiI

篭jfl2￥<3323.1） 鵬１１歳鍼鍵１.六

k蝉{$iIii(111脚．蔵さ'Lてｉｆ紫へ吐く

itIｸ．大班で利li;の蛾と逸うと二ＪＭ二｡

NiIsの曾職ﾋﾛ賂近村学をilL〈．

129 

『も00二Ｊ

蓮ＩＪＩ
三醗凱I(〔作UH

金爾雛節１１(予定）

191811： 

(MW1i23)SIiiIU橘
榊臓｡i雌緯|･上

'１１１１本IK1机二iiIiでた北101の念仏lWのＭ１

に週ｈＭ:AI旦終'Ｍ１き鞭った、憶坊溌

従と蝿ｳilIl2の懲鰄1．雛衆のiI鯛の

ここ＊とをｉｉる．やがてⅢillHがＸ女

の姿で｣ﾘIIL，燐鍵浄l:U)11;H1賎;liえ､

1Vう．蓮iIlI:Ali'百J[･Ｉ･I'鳩iiAなillI．

130 

と0千Fい「入

鷹のjil

1N延萬1M駐'1:卦

秤多輸MＩ

*騨多流

l9IUl； 

(]ilIⅡ24)11】)1試揃

l9i多(iii21.9）

｢Iビイ6錠腱111」
よ｢'１謡釘ji鶴八

穏鰐のNi月Iﾆｲilfの泉を求めて朽ちIiL

てた老人ｿ〕怨霊．何じくｲ(を求めて

やってきたｉｆif･糺瞳():ろ､１．Ｗ'B・

イェーツM(11:｢灘のル'二てjの翻案．

l訓

､8ミリ▲．｡Ｅ

法隆寺

H｢`|'災１１;鋪･iIiⅡ

(爵写印M1水）

＊剛１１t瀧

193岬

【filN125)，Ⅱ刊
服､i鐡住#1綴1＜

法監寺'二輪でた蝋H1の１W⑪iiiに．盟徳

太子の幾M'111,1fを錨lLHう．

1３１２ 
ＡＩざ,の

全Hｆ

iltH紀三ｆ(￥，

紅憾)作iirl･hiiIl

＊観世麓

19鼬Iド

(剛繩31911皮脇
llWl巣ろ妃i：」 ４RHI患白蝋鋒.

劃IIlliのIj鮒の11tに躯Ⅱ、企謙'二鋤Ｍ

11の霊mlLら．

133 
￥Ｌｐ５Ｖ 

艦雅iiK

１１１吋紀亜刊粍自１．

筋1１

＊凱灘iｆ

ilIi:ｆｉ;11不iiド

l19501Iil8#､） 
脳i)ｵＩら花に」 櫛I認IiI典畿l［

『i合(ゆりMWi，（)MjHK余珊比光に恩

UiL．ｒｉ介叺くまにて帝と拠り．啼営

i二入った１ｆｔ，大l藷難'二Ｈｉｌｌ何ぅ．

1:1.1 

TOdMp 

従#Ｉ

j:咬弊MW11倒

縣多蝉耐

＊卿多滋

!(１５【1１１

(FIHlI251lI｝IlHIiji 
｢折'１１崎地」 fIiBI謡ｌｌＭｌ総j［

災刺⑩饗，Ⅱ側八幡に馴れ．臆さｊ［た

lIfのｲfMiを,Miる．1953(ＩｌｌＩ１Ｉ:ＩＤ)lﾄﾞ.111

謡水ｒｌＬＷ多M型ifliI．

■印３ 

lとhfd・己

熟11川上

北Ⅲ忠薩作iiイ

:弥一･iMill

＊下掛I)鯉i鑓

1951～2『12

(I1llIll26～7jui 

Iilflfi．ｉMII瀧の型を;ＩＭＬ上111掻謙人

'jliili二，畝Ⅲ]:切幾蹴れ，（ii&の識Ｌ

を綴Ｉ)，Ｉりう．Ｊ１噸大戦をliili(１１６年IIj

(Zfl;111ＷⅡ11,Mで．作lf少菟が．lIil麺

で遡交のあった?i織徽･'二面１４と灘、

と滑稽をU(鮒したl=いう．

136 

旱ＬＬ⑭（し.｡

穏物l［

il1村紀三ｒＩｌ:iii】.

節'１

＊IujiiIi 

1951年

(mlill26):ｊｌ城梼
｢lltMI&（ﾋﾟに」 判り識１１災結}･芒：

jk久の乱で）とにﾀﾋﾞlillしたI肱，ｌi;iｵＭ

Ａの弟iﾆｶﾞiけた姫とり臆のiliWPI:囲遡

婿ＩＦ”法会で逢う．

l:1７ 繩餌
iItH記三ｆｈｌ創・

iiiｲオ

＊iHIlt髄

l95ljl： 

([(ⅡⅡ26)5Ⅱ成IHI
｢IMIl陥るHiに」 ｵ刑識1111＃1総ﾉし

歌枕｢吹蹴のii1｣を鱒fiに，棚'二A〔して

li1TljLkを仏)た'11．飛びだう鱒の脚

を撒く．ＸｉＬ〈i〃純な小uM．
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NＯ 111霧 作:’ llii付！ '刊孵PMb立fﾄﾞ』 狐慨鰭愈ど .:未刊綱IUI染ず 肝七Ｆい」内容ノ

138 
８８Ｕ名一

法凝

il1付紀三ｒ作湯．

iii↑ 

*i11噸

l95Ifl： 

([lⅡ11261ｺⅡ唯ii・

lU6IifIZ(BlIllⅡ1)４ 

IIl9繭

｢散I)繁る値に｣ ｵﾋﾞfll識IlIjIL縫に
Ⅱ遡，１噸にV塔ＩＬ命を瀞とし;i､ける

６，liI守の弥三ＤＩＩに教わ11ぁ．

139 転睡Ⅶいの沖》だ（
i:１１紀三ｆ１１:;１．

hijli 

*iiIIlt礎

19314:(Jiiill2I))２ 

Ⅱ成熟
｢itIl恥らiﾋﾞに｣ 未F1蕊１Ｍ聯IuI

八幡太111挺鷺もシテに,イj％な次の柵，

没Ｉ部({fとの遮１kの応凋に1K付したIli
羅杓．

jlO 
ＩＢＡｇ'ＬＬ 

本願瀞

h｢:１ｌｘﾙｨｨ･節付

(Wi聯Ⅱ【Ⅱ本】

*鰹i趾稚

l951fri 

(M1制26)封!Ⅱ
ボⅡ譜Ｈ１#1雑十二

靭朏IZAの黙，本職瀞'二ｍれ,蝦fの
戦jIiを説き溝う．

1,11 
0.0-4口０４

１Ｍ腱

竹１１'卿ﾄﾞ`H･節１１

堺ﾛ刷水）

*捌朧【

1951年

(P!ⅡｌＩ２６)211刊
1刑凝lllljl1催)し 桃ＩＭＩの蝋１１１H1院に鰍１，１fをHliる．

} 
“･rrも。9

.1ｉｆ紫

↑irIl3qkl1:jI･厳I↑

(勝写I11MIj本）

*観I蝋

lU5I12 

(lHlU2Iil9ⅡⅡ 
１１:H1蕊111K銃･ﾄヒ

Ili六縄噸あたりのl灘の|Ⅱ淵に，１$

紫の謹卿Uロルを譜り．側う．

１４:Ｉ 
､､かし

191J「

1ｹ111挺IflJ衝け

(論jnE印Ij1水）

*'3111蝋

19319： 

(剛lⅡ20)IⅡ)jHl
栄Ⅱ鶴111M雛－．

|ﾘ1Wの.ﾋｿﾞ)笠．ｌ『1石に聯L，光穂｣(と
のﾘﾘ畦舗ﾘ．豚う．

l4tI 
KPS⑪fq 

弗輝

土岐汁喘１１:ddI

Ｗ多拠iijII

＊灘多澁

1951単

(l】噸26)llllIljUi

ｻﾞでiﾘ滴

｢WH1li鍛足」 未刊認IllⅡIiji十一
金仏倣にlIiる腱錐を秀WUj盆がMhfす，
＃多iii謝了111.

1015 
ＳＲｒＪ 

北野
竹中卿1:閲･節(す

＊槻111蝿

1932;ド

<N11i{127)21】(1)
杯I綴ＩＩＭ鑑三 ijlj(の鰯北叶に鋼L，けど鍋り櫛うロ

ｑｌ Ｉ ４ １ 
.O＆上人

鶴術

ロ布lplW1親

Ii川菊囎iiiIl(誰

蕊ilIil水）

＊観世Mｉ

lU52lI： 

【WHlI27)211{リ
ｵ刑凝州岨競ﾉＬ

卵馴簾久;二段されたii鱗の鋤孵子の

蝋J1ｲL,宗久雄P忍び櫛う・liiIHRliFllI二
1112<椎葉>がある．

Ｍ７ 
。，ＴｑｄＯＤ

ｌＩ蛾＃
WillllIL次iilIlⅢ；

*RHIIt腿

521： 

(】llIll27):！)l輔lｉ
栄Ⅱ認111兆綻六

河内11(1剛⑪１１噸ﾉﾃﾞのiIHの職､lれ．粥､ｌ

と人近のIf1趣を脇り゛荷う．196911:(ﾖiＩ

HlI0I)』感蝉紐念に些訂．

Ｍ８ 
『どち M｢[１３奨ｉｌＨ･Hiill

*製il賊

1952fﾄヨ

(lllWn27)dlj1Ill 
鵬F1爵Illll職五

#(大寺に〕l【１Wの葱，ＩＩＬ，１ｆｔ翻る．ぅ１１
鋼で初iiii．

1019 Ⅸ面

iIY竹紅三lz作計.

節1１

*観'１灘
１ １ 筬肝●咀凸ＰⅡ価Ⅱ叩のＰ■④◆■ⅡＰ■〃Ｄｐ１０Ｉ ＩＬ 

｢61りﾙ:る花に」 氷刊飼[llljll絃十二

【鑑上人とJl8jT尤陛lとの風画の物Ni．

ﾛ隣l:人の戦刑ＩＭＩ徴で．施したる鰻
力uiiえる．

150 
２'1ｳｺﾞ0〈Ｉｂ

ｍ１のロ

jii襲弼ＮＩＩ:jil

＃多拠飾{Ｉ

*灘9M【

J2fI： 

(FlHI127)8jjiiIiii 
Jlb刊鰯illI#9続八

11遡上：i年地農にⅡ通の徴大石寺に31

札，ＩＭＩの[IでのiA難を鮒り，法iii経を

iliえる．

ＩＳＩ 
Ｌ↓ニニC

IuI汁|：

小西腱－．１１判

ill趾が炎jiiHl

*kHIliM： 

'11321： 

I11IHIl27)'111初iｉｉ

箙蕊タイムズ12；

(U鼬6,21
求lU謎ltIⅡ雛-： j:Ⅲ段成｢荊１１翰綱の１１Kの｢ｉｆ説１１j｣を

､1世，iiIih，lIjin｢1J．

I認
▲「ﾛ-,つ戸丁八

綾餓

±峻縛IffI卜副

秤多獅耐

*Nl多制：

】952年

(Ｉ猟127)ll

lliII2l,刑,iii

｢新､:獄i1超」 未riI濁Ili1l職－．

鍵!;境(綾識)の戦作で,剖庶の齢l(と
シテと地謡の筋分にF1らｌＬ１フキの文

ｲﾘI』ほぼそ⑪ま主．Ｐｉ多ijIlJlirI：11.

153 
９いＡＦ

Ｉ噸

竹IMilI:劇･箇(’

(畷写印謝率）

＊観11蝿

195蝉

(111{11127川21)ｌｊＦ１
ｲﾋ刊溺l鋤Ｉ紘三

JiIII寺に参随の１，.蔑秒に士かを愛7ｉ

ザに府でると，Ⅱ蛍の葱jIl北．ｆ滝,M１
11．梓３．

154 
ＵＯ６Ａ 

職Ⅲ

Mr61l猟(1;ｳﾘ･極１１

(府写｢IIMI水）

＊MlltM（ 

111321ド

(IHI{127)1i21jiiII 
ｲ釧舐IlM1絵三

llﾄﾖI広蝿の椋:11．鰯の紙IOiにiiiで折Ⅲ

食と兇輸０踊神淵遵鴎命の大蛇iii論の
(IfMiを1Jろ．
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新作能の面ｲﾄﾞ(1)（]5）１２８

NＯ I1il名， 作・姉付 刊年ｏ成立年 掲戦肱など 耒刊麟曲染 内容

155 
ｊＬＩ･〈L

jlUN守

11｢'１１災Ⅱ:脚,iliIl

(畷fj【印M１

*観世雄

19521； 

IUilHI27j9ⅡnＪ 
鵬ⅢiiilIl災統三｛

｣｡$I瀧筑')躯illlm寺にjIuL,誹噌Mｉ

ろ．

I5Ii 

と計Di

lil蟻 ｌ１１Ｕ腿次FIII1：
S3fI： 

(EIIⅡ211叩）
肌１１【Hl2H･lil 未､I勘111Ⅱi綴ITI

M(inの蔚人，A1;麹き鞄しき湖で，Ⅱ

kI)の災kM1Iliの天降り．腺うlj増を

兇る゜iFllil，ｌｊの常姫，

1５７ 

ＩＱ２ＱＰ二や8

111篭111

蘭迩'111雌１１;針

iii{↑(騒卿I】刷本）

*剛肚誕

1953612 

(UIlni2ij)1111淵ｉｆ

でlIii（

険Ili⑭丈芋樹11逝

IL-(Ui坂iIMIi【螺

．l:ii1i） 

求刊,kilIlIllA雑１１〔

.繩}劃&riIil､年祭での．１．t』識ijilIl

シテ観IltNhi2.1955(Ｈ１ﾘｲﾙ;(1)IﾎﾞOjIIH【

1Mm｢lj． 

158 

;0ﾔﾊﾟﾚ:：二几し

後の羽衣

INI:IlfV学I棒Ｉ

''１１１１軒-..11111;允

補修

*慨l識

l951fli 

(Ｈｉｌｌ'1期)1ljl初iiii

牒厨の側IIA｣(6Ｗ

jI8j 
1k１１戯IMI(鏡}｡ 1919(大jI:８)612{llMi作ｏｊ鯲職作．

159 意醜辨の股桜 徽本il粉'1：

I繭Hなし）

l95lfI； 

《ⅢIlI2u

Ⅱ碇の新ＩｉＫ化jl9鯏

年(miilil29lill<魁

ｾﾞﾐ融．圃堺印劃）

米１Ｍ鰯ljh蝿統一

,i蝋流(綾iR>勤剥１５であるが，副刺ｊＬ

ワキ･シテ・ツレ池iiRと６１３(ぬ，ｉｌジテ

ビ人の笹jliをアシライl岬とし笠鳴牧

を蕊ける念と.随所:二iil囮力(みられる！

】6０

６．１．．$弓

解iｉ
蝋＊1:獣lド

(何12）

l鰯11ド

《剛11】301

｢便のWfllIli§｣1934

(I:I珊繩9>Ⅱ（仏

察iii・鍬j:[|】I:l）

糠I0iiliiIⅢ転二
ゴーレム．魁１１の凪の棟収かう民をlHI

11(する．

1６１ 

：Ｌ二凡Ｌ

慾衣
it卒lHIM作

上）

1951iii 

I剛ilI31》

｢侭の折I↑能jl95I

3::ENill脚)IHI型

察戦．１３?jI印M《Ｉ

判l叔堕喋篭二

(ポ壕>の迫iiIIをlliI)澱fFをローマ刑Ⅱ

の時1tにと＆・ローマ慨Ｎセヴェルス

の炭fbでili〈礎しい少年トアスと．ii1

Wfの91次ニゲル将il(的jヒトで強く蘭い

IIiI;{Ａ『''11との,愛とﾅﾋﾟ0)』:い､物:lli

162 幽炎 戦本正ＥＩＩド

(脚上）

'1131卯

【WIH132）

｢催の爵１１;tIijI9副

;ﾎﾟ(輔ill29nリ（腿

窺版．聯IjlI9IIi;I）

糊ﾘﾑiI蝋i鏡十二

Vtlfで家鱗を災いlIkとを・た避女．

武将の0,1でｉｎ兇，孫の鈴ﾄﾐi)武将をｌＬ

送る．

163 副木 篭卒1K醤llE

(『１．k）

'9５１１１２ 

(D1lill33） 

｢侭の槻1能jl9:４

６i:uil純９１１１頓

策麟．鯆写印Iｉｌｊ

栄illO喝l1IlIi茂1.1Ｗ
砂inの'11でJltがf詮亡くしたｋＪ)笠．

水を求めて砂'''3二Jlう．

16ざＩ い舘沖
徽判EUIIli

(l薊止） 膵細卿輔
｢槌のijfl1能]11154

年([綿129)F1（仏

黛原.瀞瞬iIl:j）

米１１１愚曲り典瀧fPL

#ぬ概櫛の興廻を概愚．５(】年も１Wに

~lNl境砿脇.K二IiIlL劇化した点にiIbH

ｻﾞ)I利がある．

165 鍔歩 fit率正EI作

(liil 

19別fl：

(｣iIIIⅡi3； 

i供のWi作騰I195I

(12(昭'''2911Ｍ乱

東版．聯写l:lIUiI

籾I蕊H1典機十・

WMu綺徽｢11東IKjに|“･ｉｌ鎌に(l:え

ろＭ鴬，１１〔則ﾄﾞﾄﾞﾂﾞ)排Ⅱ1満）麺を灘jfL

乎薫の亡鴛にﾘ|か;'てH1い、樽:ｌＷＷ

にｲﾌﾞ〈．

166 

ａｇ０Ｕ４￥４ 

次醍畔風
溌本jl1IMl1；

(1可上〉

3Ｗ 

(｢lⅡ11361 

｢1kの爵｛i;随j1954

年(輔IiI29iHl：仏

竃Mi･臆寧nIIH）

斜(jiI鋤鑑.i･Jｉ
11蝋に魚びLHA・次里と艇ったり｝の笹

の悩み．

I６ｉＦ 
ナ7ﾅ夢十曲8

k！;ヶ研
竜純[獣作

(Ｉｄ.上）

l95IlIZ 

(BHI1137） 

｢髄の折Ｉ)能｣1931

年(F蹄】29)Ⅱ（仏

猟Hii，論ＯＪＥｌ１ｉｊｌ】

未刊崎lilllK総ユ

水を濁したため．水を飲もＪ１とした女

紳の患Ｉ)'二ふiL．蝋二戎ルぎせられた

り)刀避がhitｵUilIに乳j１．－ｌＩｚＩニーⅡし

か人繍嗜騎せ10．孫にliJりし枇きれたｉＷ

しみをiiiiろ．199秤ｲ11皮111】太祖丈嵐

算Ⅱ横Ⅱ}で泌輔i、
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127（16） 

NＯ 曲名一 作・姉付 刊年ｃ成立年 119戟麟など 未刊鰯ＩＨＩ蕊一 IＡＩ客

168 
30.：人ＬＬＦ畠

lliIn炎上
徽lSjE削作

(lii1lZ） 

l9jIlI2 

(F(iIlm8） 

iIllの荷１１瀧j1951

I:IHlIilI29)fll(紙

猟腕．騒聯lⅡ！｣）

米fliiiii:''1隅篭＋

111氏によるlWHi晩打ちのMBjilをiniねた

rji(のりj･兜ＭｌＷ)老伽から炎｣Zのｲｉ
雛をIHI〈．やｵ(て麗陽の屏勉ｵt炎のう

＄'二ｍｌＬｎ１風ｉｆの意を呼びlllL．ＩＦ

燗のざまを見せ，Ｘ女盈粉Lili化の櫛

を脚う．雁1$１３カオ'堂本作,iHの:１$で3k｢i１

皿ijI1Iそうな劇1;｣と芥伍してい愚．

←ＢＰ ＤｂＢ ６ １ 

Pb毎$１９

漣亡
i1坪

(!ii」

MIIヤ 193ｲザ

i1ililI3lI） 

｢供の新伴能j1UJ4

11i(Niiiil29)｢ﾘ（瓜

､鴬謝，厨琳印BI〉

栄UiiM1lH職1．五
N駄從主のlIX,畷－１:カーレットを恋し

その恋人をIRL，ｌ】らI』カーレットに

駄剥Lろ膿女の呪い．

170 湧風１＄０ ８咀口’ ･戦本正剛卜

上）

I鰯IＩｉｉ

(MIH#10） 

｢１k(⑰埼作雄｣195.1

年〈剛１N鋤>刊〈WＩ

京ili･畷？)：｢１１

神1jkjiI洲Ｉ絵十六

<ﾘｸﾞ)聯I)しきる)肘の脇p9iが#い犀i）

るように二人のＴＩ乙女ｶﾞ蝋ぃ遊吹伽

撒の他のjkI二鋤し肘ぷ[,鷺の同．Ｉ､ﾘ，

允が｢爵I繩かくあるべしとの兇本のよ

うなIMi｣で｢新しい犠式の闇玄な陣を瀞

えILIf、１分鮭１tにたえる雌i｣,】｣と灘Ⅱ

戸Ｊ１ 
５３FJ 

lHi念
蛍本正淵１１；

(ldIki 

l93IjIZ 

(､iⅡⅡ１１） 

｢1噸新(i:雌jl1MiI

lK(ﾖil極9)刊（ｉＡ

索Mi･畷寧lFlIl;I）

紫Ｅ謎I典篭ｆ

IAU)ため炎にjZjkjL危蝉,岬に燈台を

Ⅲ:り･死して篭とj曲り,kIlIjiiとなっ

て駿人を燈台に1Mで識い、火を入jL人

として灘二なる，血炎その随fiの火で

･命を助かるパ，がて炎１ＭのI19JlL
大iNluの畔を脚う．

172 
ＩP4苫２

Mi鯉

H｢'1'英作iiJ･節Iii

幡写印Iil水Ｉ

＊iIlI峨

l955fIi 

(illiH】;MH511卜１
椰臓ＩｌＭ蝋三

蝋燃のI灘ffの乱嘆ル'二ｍh､脇伽
に慨MM〕惨ＩRを,Mる．

173 
二二▽（~弓

im1iiP符

1ｹ１１１婆１１局渕・働け

(Eiv印関本）

＊剛lItMf

36聯

(ＩｌＨ１Ⅱ3】j1Ijfll
斜Ｉ勘１Ｍ鮫川

lj:兇力豊水iiI〈(l【貯宮に．祭神の神功
Ui賑と121葡鬮杓HlL鋼溌且せる．

剛lI132fi:４jIpIjr番宮11:juW辮俔綴に
，M縦で初演．

I7Jl 
９BL1 

ili盤

１ｹ1J無↑Ｈ･極１１

(聯堺印刷水）

＊側I1tM（

195611： 

(wlIIl3l)I1jiU 
米H1闘l11l11篭三 3(in経の月にii腰の窓現れ,地獄'二iiIi

もて１Wし心撒をＩLせる．

175 
8,Ｐ,９．＄A 

IH感山

１ｹ11:災作｡H,藤Ⅱ

(1癖印間18）

*剛if流

l95Iimi 

(０１１１Ⅱ31)lⅡF１ 
ｵ:同義fIlIL篭1．

ルホ符iK⑪乱騰聰の１W割11にHIh．

lf2jli愚．焼111ル木神社の鰯ﾛで作っ
たものという，

1７６ 
､２二L2+

WMjf抄

1M鮒光太鰯;T

ijl世蒋炎筋Ⅱ

武VP狭二iiWll

*luilt麓

I957lIi 

(WW11:12)4)lill減
魚刊linI1lllIL統九

｢１V)ufll)｣の01；から，Al二･鯉の晩英・

Ｉjlﾄﾞの二人･jK芹する牛･人11;迫枇･風に

のるＷ迦子･チムと遡ぷ補MLif･'11蝋の

ニルレモン!；〔戦･片撚たる州箔‘の十

画とHt-打を腿1M．現I職を能にした
Iu初の作品．

】７７
▲‐・身？.」ｓｻﾞ９JＵごと

鰯＃のキリスト

ilrIil鱗Ｗ１;渕

鷺生jLI1I3髄lＩ

*掌【k鎧

19571ギ

<B1IIl32jdIIj初iri
9i((|【(鞘32,5〕 求刊風I鋤鎧-嶺二

マグダラ⑪マリヤヒヤコプ｡》lリマリア・

キリストのAHをルね．蕊があばかｊ'て

いるのを聴き恐しし，やがて〃しき元

の迭力Oキリストが似簡し，伺う．

178 箔愈．》判
MmI:炎作汁iii(’

<肝写H1農水）

*iHiitiHi 

193711； 

(｢IⅡlI32l91Ifll 
未刊iiijlIlH職二

逆iI:の鯉{Willの畔に女iiIIKの鋤BHIｵﾋ，

'111.1分を倣って〈jL士茂ｲｉｉｉ二．轍恩の

たM)の葛の袋と端荒る上濁と態って

契った1リホと,と,Mii)，倣悔のＩＮＩを舞うロ

1７９ 
ｑ互夛魚｡

唯よ上けMｌ３５

II1iW-.1鯛

､巌生九２１･進lIi久

獅寸

I職

195711： 

uilIⅡ32】111蚊jli
`ＭＨ(ﾋﾞｶﾞ32.12〉 ji刑哉１１;ＩＩＬ篭ｆ

｢け収狗剥に恥づく作轟．能の園子に
運i二J:る菰飛ijklわる析趣iﾘｵ『こらさ

ｊＬた
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新作能の17年(1)（17）１２６

｜
『

,,,］ 百
一
『

ＮＯ 曲名 作・師付 刊年・成立年 IblO醜ｔｉなど 未刊囲曲姫 IAl存

IHO 

Ｌ『，。、今習

''111m楚歌

ＭＨ欝孵作iＪ

艸紗奨節１１

＊灘多澄

I95Hfii 

(]HfⅡ33)ljl初iiii
｢断(i;能縁起」 杯lifllfIllL離八

｢山,IJIに見える】H:]』とﾉﾊﾞ氏のll1Ilij楚歌

の肱11【'二挺ろ．l1l7Illr(WIll]53)２１１，

灘i｝M(Hir会琵i了ｿ)I9Ji本がある．

１８】

oOUU● 

liRlH 

竹;Iリリ

(論ﾔ'１

*1【MH

１１:1割･DＭＩ

M1本）
＃ 
甲

]958(I： 

【i1lll33).111H１
＊川副ＩＭＩ職１－

IjII:多M鍵桶の盆．ミツドウニイハに

銅Lロミ･ノドウニイi#職でitんだ空１１

iRINと通命をj＃にした'1{を論る．

182 

－．，ご

M[蕊

偕Il:鴬|岸j･節I；

(研写EIIIK｣イト

*IIllItM（ 

19鯨降

111鯛1;lJlj9jI｢l」
Ｉ刑鼠111M蝋Ｉ［

Ｘ升ikI;１，頓ｉｉＭ命で【iIiil椎段i二･『(尊（

のりi党dijW(時這り)蛾螂ｶﾞﾋｨﾄﾞしていた

紺iAlliHﾉ(5入Hlllj:Aを逸れ〃(す．〈１

下>のlit化

1８３ 

す;ｉ

Ｈｌ 

|:111沸騰lｆ１ｉＧＩ

＃多趣鮒

＊】:i多沈

l959fI： 

lB1lll1JIIIljI3讃
｢ilIll能徽起」 ｊｔＦＩ鐡lIIk絃ＩＬ

iji;人７)葱｢薊歌のｉｆ;こ…j【ﾆ詠まれたＩＭＩ

が風をひろげ悠々と伺う．１１:胸BUIlのrつ

るり九M｣をピント'二・脚多2Kがく鷺>とIｉ

風連ﾘ)iiilfを煙ｌ２ＩしてＭ趨蔵に溌塒

Ｌ４Ｗ７)歌にflt1liてI下ったと1..う‘

小,lＭＥから↑＃高11純な花．＃１９M蝿i丁

lIlI． 

1８４ 

,’LTL 

人魚

竹;|'鱈1二jBl･iｌＩｌ

(瀞;印明ネ：

*kHlIt流

1939$： 

(HIHl31)Illill 
将Ｉ満IIMlI職十

iIIiiのiliに．圦/･miｷにllZbﾉJq((J)醤

jjtｵL，その驚しき:鱒で多くの１１}ﾉ､を職

のiMIにM:ぬた卯を．HIilLmdI1の脚を

随う．

185 

０３m,,【0.ふん

ijlⅡ断ＩＮＩ

}AI計礎之jlM1樹

l:N艤三H1jmlf

*似lltiii

l959iii 

(U艇l;I1j7IlH(1W（

催i蝉i('121ﾄﾞ曲）

将ﾘ認IjIUL雛．

鞭ij』IItj【神呉\の嘆功をiiJ念してりilⅡ

新lW1tj1iえた曲．!';}{HlIl蝋11による

刺f11ilｸﾞｾﾞの経緯ぺj隊とたるiL勢，ｉ１々

たる)il逆を枇栢↑･ろ．ＡＣ厩鯏[1断IH1m

fリハ|･雌を塾念してIlIHjきれた．

1８６ 

一興・

｣￣O-P 

隊

hllI災｛Ｍ･iＭ

(溌写印M1水）

*蛾１t涜

l959fI： 

(HlIIll]1),川リ
１ｔ刊識llMl4雑|・・

[21叱隙Ｗ)麓，域Mflllに現ｊＬ，Ⅱ`ｔｉＭｉ

ろ．ｌ１ＩｌｌＩ允は竹ＥＷﾐｿﾞﾙ連のiﾘｌＩ１:雄⑪

意かでIklItもよいと耶箇してB､ろ．

1８７ ｗへ水
Ｉｌｌ鰹化ｋＨ１ｌ１１

ｌ:！{I照也節ｲI

*胆lItMi

l9IiOIf 

111W利33)｛I〔211a
,kⅢ細'19雛|･lu

(刑紳とｋｉｌｌの[iItAi‘lniILIII1iMIに，水

分１１１桐｡)神霊HllL神穂葬ｉＩハ脚ぅ，

1８８ 

０角Ⅲ。』

１１淋代

lH兇慌墜{1;'１

判}ｉ秀男節Ⅱ

*金滞滋

19川fI：

[NIIⅡ35)Ⅱ')ljilE1 

緋lでillilji

米刊證ＩＭＩ職：

１．３r｢1tが｛C｣を疎人ｆろ骨を．Ｉ`IIL･k

ABllして砿ぬる．！〈(.@Ⅱ仲怒】学，紐風

IllIIjhi.． 

1８９ M1腿
ig 

パ

Ｔ１ｆ 

ウロ

l峻蒋膳作剤

111多笈茄ＩＩ

＊脚鯵洸

l9mfギ

(H蝉135)ｌｌＩｊｌＷ撹
1新伸it縁起Ｉ ,kiⅡ鑑IlIU雛八

壁ilIの桃ｌｆｆｆ伝輔Ｌ・醐川輔)しザヵ

謝耐に把り，パウロの11}樹を参；;こし

た111．キリスト縦にjKHした能．・ill

禅多B剛irllIで．lIinI38年511N‘〕鑑

傘もある．、1名，パウロ．

I1l【）

qIbOrDJ,人武

醐峨の111

IIi;ｷﾘ111報

l111jl#遡節Ⅱ

*IHlltiiK 

60'1； 

(FlIHI351l2l1iﾘiii 
卜｢ﾘ謡lｌＭｌＩＷＩＫ

鋤(の【峨峨Ⅱ品｣を訓物風に(ti】てた

tBi網．１１こめ．嫌職ﾄﾘ後に雄として

l流

1９１ 

Ｌいへ

lilmI 

I:ﾛ】i秤騰作iｉｌ

11Ｉ妙奨iiill

＊蔦拶淡

l9616l2 

(UHilI36)3ｌＩ１Ｕｐ 

印I)liIii（

[荷１１;ir縁起Ｉ 将Ｉ鴎ljlIIL統八

劇HivXlI室恩荊l巳のざ．常陸の１１１．１ｔｌ

Ⅲに現れ，Ｖ妾の砂､1を,柵Ｉ)．JEAを

息んで同う．靭鷺ＭＬＥｕ人iEjEAlld

なの[Ii‘・時．現#iPllと念I)a:１４６発

i『きれた，

1９２ 

.,A《

1Mぞ

diIWi楠ljiiIﾄ

ﾙIllKim軸↑

ｕ:ﾋﾟﾑ近筋Iｌ

*１１廿流

lO6IlI； 

([111(１３ＩｉｌＩｉｌｌＪ職
米ロ遥曲典統｛.：

1915ｲIi(kIIEI)．Jkliij〈li1H](j(のi１人

典聡祝のためのiii(};ざｌＬた(大典>を，

と./LをHl1llにも使えるよう'二α(1:し政

題したもの．
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125（18） 

ＮＯ １１h名 作;｡;節付 刊ｆＦ・成立3Ｆ 181叙防戦ど 未刊鰯Ijll集 内容

193 
qAbOL十fb▲q′

ﾉ鐇営

蝋＊]ﾋﾟIMI1:劇

;ＩＤ雁IHI三弾{!

＊側Iitiii

I96Ml: 

111Ⅱ113ｌｂ)111;Ｉ初iズ
jl:胤墓jlllK篭上

jk蝋:iの側搬I}1の"の麺珊L`徹のjM

111jを鰯るうち.」:寧尤l)蝋§，櫛の葱

が!ii班．風を伺い．段讐さiLtlfをiMi

ろ

194 

O･ＤＣｂ 

１１】霊

斤蟻Ⅱ１３Ⅱ齢Ｉ

)}･'111#迩節Ⅱ

*KII雌：

l9621lZ 

(IiH1n7j5l1初iii
溌刊醤I1IMi統十と

戯M1雁上，豊沸IJUU)111笠のIitjMiね．

i1I響の祭神．111京公籏の蟹よ'j・宮g）

糀哩,忠I;i公、1噸の諾を開き，靭聾

神⑪脚を見る．

195 
ごＡｌｍＪｄ《

同削憶

Ii1111$述作Jｲ･節

1↑ 

＊ljll雌

l9ii2lI3 

(HHIlIl7lUII籾iji

文学(町38,1）

Ｍｌｌｔ(IMI311,5） 
細ll調lllllL縦上

批阿称，石111#でjg蛍を似v､,Ｎｉ､百

〃ｔ協い舞い，jtiiの鷲を鯉しみ凧Ｅｌ

１ｌ１を利h】け，妙化風の女性にM1めらｵL，

よろよろと立斐ろ．壮同称！Ｍ１六百11：

ＩＺな随.初h，世月誌．

l9Ii 

小,Jn-Ⅵ

i嫌

:ﾋｶ鰯廠瞬イ

W多典節I↑

*IHI多篭

19611{|： 

(剛ｌＭ蝿)411初iﾋﾞi，

IHIll3ll1Ii51iIl 

｢〃hlii識起』 細I鵠Iillli綴'二

マルコ鱈，ヨハネ1ＫにlR材し，キリス

トの受難と徴AtIii<、ｌウジテ・マグ

ダラのマリア・'１ヒジテ・キリストI量か

瀞多識塊擁Ⅱ．

1９７ 

‘ArOO 

IU膿

ili且典他IfdiI･iIil

IＩ 

*Mfk淡

196311K 

(I;MiⅡ31il61I籾撹
凶１１t(H338.6） jI:NjjilIII1L絵十J［

､iの僻ﾃfi,紬Aiを難ね‘iii噸の111粥

をM1ざ．歌騨のlli灘より能の111米を教

ｵﾌる．１t阿弥Ⅱ:塁六?i平紐念随．

198 沌皿艸酔Ⅲ１
１ｹＩＩＪ典Ii:;11.N111

(勝写IZlⅡ3118）

＊i9l多謎

196311； 

(\Im3HjIU)IⅡ 
溌刊iiiiIllll統二：

iHIlIの強，秘弛輔にHuL･灘】1G群の詞

iL,lllIIl凰合iIlU》１Ｍを譜ろ．

､i人ＬヘJJEkD

艦BqlIL

｣岐幣lff化Ⅱ

W多災節1ｹ

本縣多撞

l90IllL 

iD3綱ij).11】抑iiY

k磁肪(【339.;I）

能徽タイムズ】,17,

1.19；(服:19.6.8】

[鮒I轆愚超」

米IＩ菰IlML絵二
iii!↓の遥，栄Hni敬のことを鮒ら．諾

!(H1hlﾘ楓一千.ｺﾞ(i脚呈狂公

ZO(Ｉ 
１.80070 

京拝
Iiiij疏夫{i;卿

(節1ｹなし）

l955fI： 

;]iⅡⅡI【I:3jlfIj

)QﾊｲＩ志ii(Ull4(].

3） 

｢〃龍能｣(Wl35l

４判韮１Ｍ蝋･Ｉ･IＬ

旗I『勿鐡.趣IMi勢の}ﾘIlIIこりuL，ｌｆ

を,i5Ij蝉ぅ．作#の｢fl:阿弥⑪”Ｉで刀
蝋ｔ１ｉ〈｣というＩ報を災現した唖初の

l帯１M.〈陵>'零A麓点が多い．

2()１ 

ｌＩ２２ＦＴ 

徹公.鴎
liijmiii炎１１割

'す産し）

19115罐

(DHII】･lOj3lj刊

jbA芯;鋼Ⅲ８４[)。

３） 

｢ﾉj黛能｣l繩S）

鵬IHI認I釧鶴十二

jHllの1iWr，l9II1＃に{fび(|:哀１，tする

:いたる甑ｌｉｌＪｉをAliね，￣あ力uねざす

．]の承の次姉や．ホトトギスの散の剛

6とを聞き，］H1｣ＬｊＭｉの梓をlBiう．

202 

▲・ＩＤ

瑛興
Ifjiii:夫(輝イ

(jiiIlj6fL） 

I955fli 

剛ilIlI)】3)1冊

〕ﾐﾉﾐ19懲SmlII⑭

3） 

｢〃雌能｣<IlM55）

栄Hi謡lWL蒲ｆ酉

火伴騰人．繩に咄らんとして,筑iii水

域i：愛ﾉUIl島とfi残をlifL伽if'二‘１１１

１:1m良繁り，鰯〔の牡を欺魏，脇での

I『会を約す．初私天鰭ら(アマザカ

203 

▲：ｆ’二几

hl神

神勝ilikDM作

IIfL1雑久iiiⅡ

*?k生稚

19価ｉｉｉ

(IlHfIIlO)61】
*{Ｉ鋼lIj1蛾i･民：

佃U)祥と．』jも.;､くら姫との紺Lを戯

化した戯作．

204 
GRT､どｑ１１．４

慨1kのⅡ篭

耀麟農(i:侭

lILｼﾞ鵬撫IMM１１ヶ

*金僻洸

1955(l： 

(IlII1ⅡI))1111上iiii

チだも災恥せず

米Hj躯lllIliL統汎

ME髄にlEiiiの11還をIiiLlﾙｷ1段せんと

するが，ｉＨ綿fの､リカでliLたせﾅ`･阿

仏政心し拝う．「'1判l7fI:賎|ハ.10「11

Ⅱ12撹予逓力(，シテIIMiW灘との死去

::よ')典型'二篭ら強がった．

2(】５
Ｋ（ｒリ

ホ鰍
jL1mlk二lMIpI

(節11なり

19066;： 

(DMllI（１）lill 

櫛11165F(BllOⅡ。

11】

｢能を見るlＩ４ｊ

:|刑灘ＩＭＩ縦十五

樅Ⅲ琳伴｢土偶木WIjlﾆ拠る(↑:,Ili,穂世

に将いし饗の激(シテ)と．協附もの端

汁けキ)の為lMi，

206 紳鮒 Iih禰犬il:御

(lii]'二）

lU66lド

([iⅡ{lⅡ)】2)lfI

挺炎I鱈１０(Ｈ１Ⅱ.

｢〃仏能}(剛Ⅱ5１

鵬H|縦ＩＭＩ錠…
l狐Ⅱ|に鮎釣るJ111kUIれ，火ｌｆ機AI二

｣iらｵLたjll鑓をilil)．縫う．
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新作能のlYi年(1)（19）１２４

NＯ iil名’ ご作…'節付 刊年…成迩Ｆ ＩＤ叙麟など ;１割１１鰯ＩＭＩ染 r内容

207 
６０Lび,ｑ

二12
嗣jHi;｢火１１割

(剛l:）

19661ド

【[|Ⅱ１１Ⅲ)l2j]刊

Ｘ 

１１１ 

Ｉ） 

|鋤志10(63Ⅱ.

無１１ﾋﾞ｣(Ml55）

未F1謡IijlI統|･二

二l:111にlILふれたﾌﾞsiIw)1ｉｌｆの鮪大Irl

』ｉ１ｋ，塊といをすると1Ｗの翌、九る，

(WiIII1ll)に戦泓か．

201$ 
《Ｐ上ＲＤｐ

人ilWil
儲jH1卿笘I髄リ

｣ろ）

l9fi6Ii： 

iBW§I0ll)l2Hiリ

Xi嫁ljBiIOリuil

`小12〉

｢ガ蟷能｣(ｌＵｉ５３ｊ

３１:111悪Ih典鏡1－ 人噸うの笹．蝉のもと;二班jLろ．

Ｉ Ⅲ ２ 

人沮９Ｊ｣OdPIJ5U

御代の剛

il鶴久ﾈｶﾞ:劇

金剛雛iii(↑

＊全j0IM（

19671： 

IWlilII2l9jl初而ｉ
米H1鰯ｌＭｌ総l･[､！

承IWXjilrili:祭出窓1ＩＵｌｉＩｉ能として１１［

安隙1rで．単能でI:iiji．Ⅲ題~華I蔚天1１１

滞罰戦｣．

２１０ 
ぴし’６

if野
imhjl;ikI桐

(働けなし】

6711： 

(Hlllli`17)I211刊

X;たn志]I(剛.12.

｢ガ侭M:｣(噸5１

未Ｆ１譜１Ｍ蝋}･穴
ｶﾐ人．金Ｈ‘腱武帝のiIiiPfiIM兼にｌＭｉ

し，散ｉＩＩｉ;巻する．

211 
１１ 

蝿１１
欄臆iiI犬{1;颪

(lil 

1967年

(〕iⅡIII7I12)1N

XＩ炎11志11(剛12.

12） 

｢ガ11Wi曽｣(M51ij

米Hi議曲1ⅡL綴･トミ：
xYIのFIuZの霊，典IIlIに離し，ＩＦを

:１１る・ljUM1tIi二215(ｆｌＭｉ)．

２１２ 

L島ｇ

伊具ｊＩｉ
繭ｉｉｉ而川｢制

(河

l蝿7(12

(E1II1II7)121】刊

災犬11志Ｍ<8K.12.

121 

｢jj簾M:｣【噸5）

栄ｆｌ薗曲11:雑一・

Ｘ武帝のIiiF・従箭qM1と共に駈綴i：

のtH所‘１１１斜のIFMFjﾐ脱IQを勘ね．１２

盤せんとするも．娘の雅心によ'lそ

のままI》愚．

２]３ 

几」

多醗
開｣[､i｢炎(噸

胴上〉

l9Ij7Ii§ 

uiiiIlI7)l哲11Ⅱ

)U&1k志

12； 

｢〃鯖

lIBYIl2, 

WI弱）

米Ｈ量flliL麓八

多慨の防人の饗ｌｊｌｋ,ｌＩｌ制MII二兆③樋

を１１熟，）IlILす愚ｵ(、ベ,がて霜I】,何
L 

d7． 

２叩Ｉ
ＬＯワrb

HUMi 

樹Hi闇111剛1；

醐側:埒炎節１ｹ

*側１１上Ⅱ（

l967j1： 

(WWI](2)l2lj初横

jliIIn55【昭612.】2．）

ｉｊｒｉｉ(Ｂｉ42.1） 
｣:刊蔑１１;11A離八

絶ｉｉｉのｌｎＬＭｉの水〕I[も}二越當Ｉ【た風

の良の１３とＩ)．不死⑪1ilを)kぬるm-r，

脇⑭閏HLとなった:道人．ｊｉｌを守る嵐慮

Ⅳ．B･イエーヅの詩劇｢ＨのＩｷ;二てj'二よ

ふ銘築くＭＷ)lＩ!)の政I+:1111．Ｉ:の諦盤9Ｍ

を些か十ｶlblで,まったくｉ１ｉＬ《ｉｌ捲

摸えらＩした．遡刮の１ｆｔはずした配iR，

半匝ihiをつ$↑た岩力;地懲を鰯ﾕろなど，

新M(も吹占jLb．

２１５ ・・環：古今・手
伊蟻態望IfijqI

平耐武次節Ⅱ

*劇Ijt流

l9IilifIZ 

iDHF1I3j川
I判遥IflN1雑Zi。

Ij細Lの，1,1町'二人の11にＪＲ愛与ｵL，

自ら命を億つた奥野のｆｉｌｉ蟻のM9調．

<＊蕊》に学航．脚Nllに(典Ⅲ)がある．

２１６ 
Ｕ－ｔＷ３ 

鰯ド

lh牛木ﾋﾞ波作

住Ff朏櫛乳

*ｶﾞZlI鏡

I91j8ｲド

I3illlⅡ3;71I刊
18111晟曲M1総ｆパ

騰IfI・食ilI印ilkの111で，噌鵜iiiのi[種

よ'〕維但をlHlさ鋪;を兇患．

２１７ 
ムＬＩ：0ｈ

文がら

ilt付紀勢jL作iiI。

鮫1ナ

宰遡世施

1968ｲド

(IWIljI3l8l汗I９ｊＩ

初撤

ｵﾐﾃI患ｌｉＭ`篇1.丁』

丈擬に1Ｍ

将の篭が

曲．l91WI

とmL改Ｉ

ＩＬた老女小町に,癬京の少

2〈．（〕WilMI'lIil>'二似允

.；#片i§:蛾;がく丈髄小117）

l:iii． 

２１８ 
卸ＡＬｅＬＰ

ｋと112

木ⅡknJIiiR脚色

県盤捉圃(’

*lMIlt認

IU6癖

l剛iillXlllOillU滴
ltRI謡曲４１総二：

駐Ｂツランス大lNiであった隅詩人,

設一ル･クローデル11【廷I,illHをi13な

し．Ml6跳:クローデル1ｋと影jを能劇

化じた１１:Ｍ，１９両f\(UlIlⅡｌ３ｉ６１１政iil

本fli7．

２１９ 騨脚、の杣ョ魂 高Hi酷IRBⅡ;劉

(剛縫ＬＩ

1969年

(】iiiⅡ01.1)Zｌｌ

文蔓(HIi41.21

｢脚
｣:｢U墓i上ljA鴬八

ジヤンス・ダルクの蹴将であったジル.

F･レーが．ジャンヌAl;ＩＩＪ)のち低抑を

災い．ノルマンディアhfでiii金禰,型ミ

サ･幼l臓職のM2塵にふIﾅったという，

いわゆるプル,F･し－１(,MLによ愚変形

複式能．
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123（20） 

罫０ IMj塙 二： い作H5lMi付‘ 刊年ｉ１砿立年Ｉ 鍋潔雌な:【 ｊｌ副l)識１１１１染 －内瀞坐

221） 
二ｔ▲ＷＤｇｌ

ｌｉＲの聯
〕LIM;九コ↑ii9l

(筋11なし）

1969(ﾄﾐ 

側ｌｉ(Ｍ１

企槙3.21号(8Ｗ

１$･Ｉ）ｌ雛237；

(FlIiiIi･3） 

｢龍をＭ愚iｉ４ｊ

uW56） 

ｵﾐ１１繭Hl1li綴１１リ

谷【１１のXjR塀をＩｆった，のっそり－１．兵

１W⑩戦．mKtlfを作った維脚を鵠る．

執11雄IwIiXWfjに19愚．

221 

●'い丸６０

弾聾 噛塊一兀什】越冊蔚肌灯叩吋皿＊
iillliIdl 

E卿(#

iｉ 

197Ｗ 

<剛IiIIIil6》liiliiii
｣利ｉｆ釘典篭_二

illHlWにi蕊jIlじ，輯i鍋11の霊をＭ１

町騨をI；Iらかにし．ilt鼎のＰＷｌｌを折る

２２２ 
C9DlLb 

TM（ 

鋤11疎三郎(三脚〕

{i;iリ

|蝉１１】踊久iiiII

＊鯉世淡

197 

(lll州ldI6jI2j]l』ｉＭ‘

lUimIiI9Ii5di;(咄

ilI60Il2)Ｉ 

*Ⅱ識lii4l総|･六

近il:‘比且'１１の脳で火吹ﾂﾞ{に兇瞬]ＩＬ

た”のfi，111の次の曙で.TI女の1F認

I)をIHI〈．その庇，Ｔｌ女のＭ塊札，I1l

iHのi(聯にＭ勺|の梓を舞う，ｉｔ謡｢ふれ

ふiLこゆき_を巧泳にlﾐｵ､Ｌ・苛女の恩

愛の心を．藤lIIaか'二，災し《iiらか

に脆き．成功してﾚﾄろ，

２２３ 
OLOJ2［８６ 

剛殿
1i｢１A'六劇ヤ

*ijllitMl 

197212 

(｢Hflll7)`ｌｊ１Ｉリ
魚illAiiI1ﾖﾘﾑ糒八

家1Mの生まj'た灘Ni磁力鞍に臘神現ｫＬ

熱1(の色をjlfえる．藁1k塁111伝鰹'二鵬

づくⅢいわゆる｢｣ｉｆ灘(地力罰lliI)｣．

22`Ｉ 
ご命

かぐや垣

ilY甘紀三ｆＩ１２#１．

iｉＩｌ 

*lHlt麓

1971雄

(IilH1.18jllj折慨，

liiIrIlj政１１;･ll8Il

lz(ＩＭＩ和63)lOIIliリ

I乳

｢H1【り)陥る佗'二』 ｣iF隅llll災臘ユ

かく゛や姫が柵ら力､な'Ｉの光をあびな力【

ら)1.Ｘして8.,〈M1繭を:11,[､に脚色した

jQいh小品．１Ｗの1ll1Ml，潤命Mii急
１１下'二盤渉IWJlV2hlう．IUiI．）iの

?隙．

225 
ＬＤＣ《

jH瞳

''''''三1MM噸

lkJMs勝印ｌＨＭｌ

*lUIMtif 

7dlliH 

IFllillI9)511f'１ 
我H識lllli茂/『

;１Ｍ｢i内`jll鞄②jkilt⑩舟大将の笠,jlj

麹ＫＩＩ二Jｌ111.J(1):ⅢＩＦの(『唾准どのＩＦ
塗iIliら．激)11の｣&きがIlfつ篭弗物

風｣'》IPI．

型６
､ｇＬｇ０ＯＬヘＪ,ここ

半lH補の午後

木村太郎路J１

Rlil炎脚色ｉｌ州

*棚lltif

19711ド

(0111N､I9l9jI辨禰
jI刑蔑鰔Ｉ絵一i－

マラルメの汁i1L俄神の11機jをⅡ水ｌｌｌｉ

として⑩謎'二IMI)．能のj雛．墨の111

法を}Ⅱいた騨台;$ｉｉｉ１噸．

227 
】●ろｂ８ｑ

聯l決人
上ⅢMi劃1；

*llI11iii 

；熊IOU【潮50,

0)．Ⅱり(Hi51. l釧護tlll(稚'･ヨ

imの111．暖耶IlIiX1:寺に．熈耶夫人の

懲りIIL寺の維起.鱗fl;炎人の来歴を

;iろ．

228 

bOJLrb 

I1I茶

IllⅢ三鋼卜制

仇今水瀞印筋Ⅱ

*側iIt流

197蝉

uHiiMi3)91j１ｌ１ 

荊鰹2.23号(IＩＪ

劃)
ｌｔＩＵ舐llilK縦ﾉ《

iWi了．121巣にiliで．鐙間Ki;l､ら幾偉h

li1ｿﾞ)鮎所の次iY&CIiさ．］:;{の霊より

その続きをH1〈．

229 

しん、s

ilLnI 
r『潮気藤１１；

*鯉Ililf

197911： 

(｢HllI5Q1j9jI 

ili鯉9\(111弱．

11)，311\([1156. 

3〉

1:Ⅱ湿曲Ⅱ職六

ﾌﾞ｢|り゜劇BiをI［敏111の備逸段蝉せん

とするも熟たせず，駄化ざjLて趨心と

｡【％し弟子となる．

2:Ⅱ） 

？Ｇ 

八木
M1lqIIll獅卿川1：

*IulH:茂

1978111 

IDiIlU53】Sjl紐)《，

]981{14(ⅡH利56M1；

6111Ｉ 

itRI爵ＩｌｈｌＬ続十孔

Ⅱ仮．八木唾1；Ⅲ鰯＃鰯の震，鯉跡に

、九，子孫にXjI;⑪合彌と,ilﾅﾋﾟのぎ士

ろ．

231 
％ｖｄ： 

幡卿
Ｍｈ赫夫１１:凋

(hlj1tなし）

19791ド

(！111{】SIlWi
｢〃蝿帷」 米Ⅱ締1111兆総几

珊Wi鰻の度．疋水に現れ．ｌｆ正金をし

のび靴う゜iiiジテは鵠lE命の盤が愚依

した測性jL7iの弾で．１１折しい、

232 
FDいるヘイニー

111神壌

礎IEi19LklMl作jJ，

NII↑ 

*ijlIlt流

19621： 

【|MⅡ1157)ljIU
ｲKfl麺tI典総1.六

l:雌』〔池正`lLの､51いでiH肥し盆伯と

おIlIlulOす，IiIジテは氏光の蝶．

2:131 
ＳｄＪｂＡ 

ｌｌ没
山ｍｌＭｉｉＷ:{1：

＊lllili雛

198秤

(､脈158)薊
ｵ:刊綴liM職六

Ⅱ砿{]Ⅲ八木１Ｍカキリスト舷l蛎内躍

りM1蝿ルソンにjqll;を①洲Lろも繩し，

その醤，ルソン川に､lれ．ルをjliろ．
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新作能のiLiｲﾄﾞ(1)（21）１２２

ＮＯ 111名’」 作:･耐ｲiｆ 刊年;･'成立年‘ 禍戚麟など 未刊脇IHI染 J内容

２:1４ 

▲･人P｡」〃

nLill 

芋PPI:I夫Ⅱ:騨

催群iWjnij付

*餌I雌

19$Iｲド

IlIilfll59)３１]刊
ItHI餌'111＃1総ユ

西IilJXli‘典川苛騒寸で･老翁よ')＃

の篭起.illIII寛靭IWjHの物鵠を聞く・ヤ

がてⅢjI1の盤現れ，wtli愚,ｉｌｉジテ

にＢｉ1称''１に迩鮒の遵燈Ilu1たところが

pi:1次．弘法太同Wi1ilF大遠忌の腿

念能．

235 

」人ＦＩ

水漕
118上波次作;』

蝉I鈍し）

｢馴liI卜'519814；

|;IilllI59)12Ⅱ 

｢IDI:健次鋤ｕｕ

Ⅲ(lNのli1I鰯の水榔にMiで‘１１１泉式

認の笠に逸い，悩乳の窓嘗1Aろ．作家

II1j1低次'二i1Hﾔ｢蒐闘･偽iLがあったの

;』聴きで．１１t妃Iごよると．101壮薙炎'二

よる[鏑と鮒剥していたらしい．

■■口β■ｈ ｍＪ ｐ】
９，８０ｐ 

鮒水

瀧ル久離I↑詞･節

1１ 

161世jijli脳ＩＲＩ

*観１１t灘

Ip謀１１;191111側)１

jlf！:]iHM蔚作〕
肌111【11側).K） 栄刊畠庄111綻苛

正成の趣．櫓Ⅱ|にmfL，uiFEのざまを

鵠ljILせる．火補公六ijill･年祭`Z念

能．

237 
２．，７ﾔﾛ 

隣峨
1uillI蝋(1；

＊鯉iIt滋

l9Hii隙

(噸lItillI1I鵜畠

でﾄﾞﾘ榔附割62準

5)１N 

雅１１;義金I！{&鎧十三

ii:戸は掛戦に習良力のilfJk-･学‘畷ijL

jL･駄随のIX老攝I)兇せる．iiiiジテは

一学の澱.麟悶藍物．

238 

▼ん｢｡､,

イニズスの枕'し

|回鵬Iliili11I攻

１V堅･I）iili強ｉｆ風

鷹]Ii論ｉｆ･'11仕涜

炎脚色筋１１１

＊製'1硫

』ｋ』■■■初１ １ 万？】●・●角川秬一１Ⅱ 斯川！６ １，‐‐ 未ｆｌ患m1i範.

イエズス・キリストがヨルダン111でガ

ラリヤ湖畔の女を怯肘,したﾖｻﾞのAfl鑓

見せる．

2811］ 
ハ･;’５

鯉【1１
昧力他作j4･衝付

＊lUli雌

91i7li4 

JilHI62)7iI柳繭
米1M菱flH騨川

携蓮叫嫌と州俵姫の苫．鮪111に現jL．

顛嚥のrlのit1lIを薇I)伺う．

(’ 

２４Ｌ屯ｂ４〈

ごlヅ《
'１'Ⅲ三I1lIn，

*観1t焼

lUll8{12 

(ElIIIl63)711庇Iii
米刊溺Ih岨統7［

白茶'〕舟hQで綱lllin迫にi餅たれた細}ll

ili氏⑪塾iM腿したjIImi⑪三+･穴I:H1

lL、iiI髄の腱を潟ろ．

2.11 
６５６９（J， 

繋荊侭

味方他１k作

Ｉ劇illllA鯉($

＊llliliih 

I91iHfド

I洲11側)sIIiIj滴
'七K蕊ｈＩＩＩ職IRI

災鰻の脇ｈｐＩｌ]111の１１;'二１１轤総の霊現

ｊｌ，ｻﾞM1神M'見撒の繋腋と駛偲のjnを

BliIp桜吹.!『にjli稗する，jIL戦菊:ii祇

が懲糠からIli今伝授きれた災漫の駆上

鰯大刺で．111お二Lの-.つとしてi1jIll

を潅にiHI1I，蒲能で初櫛以後嫌1121：

撒．

2`1２ 

牛舎、、ざ＝8

加刷のfＩｔｋ

蝿ﾘﾄ素ｉｔ作lイ

佐野軸〕Ⅱ

*宝狼Ⅱ（

19脚11：

ijiAM(2)SII初讃.

Ⅲ 

雄刊麺lulL綻八

t､別の１１１股1Kの里に１．(ｕ(の麓､ＩＩＬ．

俳毒jH[瞳のinを譜1A倣う．；蝿．Ｗｌ

Hli･松仙IillilMl二-1.1MfﾄﾞI』なの能．

2`1３ 
ぬかJ】oO5

nIの非jｉ

騨貯liil鋤［

静11｢･Ｉ･１Ｍ荊雅

パオjI;迄Iil衝付

紫､I枇澁

1991坪

(1嘘2)HlilI讃
イエーツリ)１１同(晦弗jl:にて>に健ら．

2`1.1 
ム「折占へ

水⑪)!『 腐水i9tln皮･滴Bｉ

191101ド

<314鰹)ll1i初ifi，

挽肉エ鰯･葛轄`）

剣&樵公讃

lUi1皿．能｢脚姫_によるヴァリアント．

~鷹姪｣とiiNi頑-1HBI麓｣と耶琿太邸の

詩ＩＩＥとをiI1み合わせた．BUIt葹楽ＩＩＬの

試み．

2‘1５ 

0'Ｌ９ｍ 

Ｉ刺

進ili論Ｉ１ｉ

吉川柚一・儀佐

lill鶴-．f1lll

*醗世灘

199Ｍ； 

(11皮2)lヅIＩｉｕｊ

神ⅡでｉｌｉＨ

ＩｔＨｌ患IIkHl騰八

腿髄豚')鉾幾(石切剣1Wの神)．神威と

種うもｌＭｒ死してhiIを選誉Ａ｣と．ｒＩＩＩ

⑪雛二)I｛て」た躯を凝る．

2.16 

｣hごｆｏｆＤＡＩＨｌＬ

壷:12のF(Iリ

|'鶴(脳IiIｬ制

概識恋節Ⅱ

*遡肚if

19901Ｉ（ 

(14lR2lI21l初演
杯I醤IMIⅡ鰔八

伽ilI色j扱の｢撤普jに収付し．饗｣:殿の

セミナリオのlMEl隙のIAIjrI二転化善せ

た．監|鋤liil乙彦．
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121（22） 

ＮＯ 曲禍モゴ， 作．/節付 刊年・成立年 掲斌lH;など 米１，蘭'111染iii 内容

2117 

●し

l髄

命綱iMMh;靭`iii

'１ 

＊念蝉iii

1990年

(Ｆ１嘘2>121;初績
未刊I鑑liUⅡ蝋几

金（iMs炎KIiiの1,，佐渡にliuimの1K父

１１噸弾を兇輝',､,時Mｊいた}ザャ｢賎且の

且｣⑩,CをＩＨＩ《．

ZOl8 
q6ｶm之.・

血ル

耐Mil郷(1;劇

iHM鰯Iiill#

*IMljt篭

011K 

(平嘩il21I靭演
｢ＨｌＩｊ ｣:１１認dI1l1絃八

イエーツの舞踊制｢灘⑩)卜Iこて｣を能に

111灘，lIi1ijUli1I1雄作(iMのＨ１)(跡一昨)，

､<腐姪>(輔二１t)とlま全く鯛耀の鰯

三の、を志向した１１:品，劇作，膳の会

249 
ｉｊ４ｉとML1･

入近ki1
#lzil;詩作

fi閥興甘撒iiＩ

l99Mii 

IzizM[3)7jｌ 
堅｣:允認(平3.7）

jfiTに仏心(#,冗朏三lﾄﾞの班#1M戸･分

{鋼Niの合興で;jiZした幼駅染みの月

臓人面M1恩のⅨtMiI:，人逝の霊から

合孤の嫌をiM〈．

250 

■ＪＤ几？､ＩＰＡ

Ｉ劇弥１W且

隆悶光珊(;卜fi，

ⅢKII允)作;引・lliII

*ＭＩＩ蝋

111： 

(平成3)9Ⅱill鯛
未刊擬jlI4L総ﾉＬ

2011tiil太のあるⅡ１’1t阿弥の盤,犬１１１

の111臨本.砿1Mの摘盤寺にjHｵL・驚玄

のＸｉと列適の推奨した能のjFi1uを鑑リ

)u暇･{肘光･禅竹⑩溌机Ｍ１’１丁勝･紅紫

嫌jliIf寺･爵哲･定寵のIF恩を陳う．

｢】u(t人に面、いifl↑能1巻めざした111

251 
のみ０

鴬1$Ｉ す「

多|H1灘I↑制

Uilﾖｽ､i麓１１

*叫世嵐

1991年

(§ﾄﾞ賎3>2111Ｊ満

｢胴のI|】の熊博行〕

尚愚65(1991..
米Ｆ１蔑幽鱗十囚

胴ﾘﾋﾞの狐火の心風tTTって命をIIllかつ

た帆の盤｡蔦ilIの↑１$の借ｌLたるをMi〈

ところに．世ｿ:⑪醤風ｊＬ，竺舩の細題

に桶tr・脳死と．それをiii艇にした贋

器i$111のliI1題をin〈11|いかけたI糊．

２ 

８〆｢［

侭砿
lM1典fP子１１：

<節付なし】

'99111： 

(平錦)3Ⅱ

Iii薊Phｲﾀ研究私製

一:１１学･魔IHi譜一

20リ(･}[3.3）

足(ﾘ促駄i二職ｌＬた１１５鼠篭．

253 ｒＬＪ ，．－ 
Hll幾漿夫jlill

l嘗勝大畠術111

*Ⅲ世洸

1991確

咳J17jliiIiｿｉ
IliIHWI太郎の封「11に吠えるｊｉﾆ拠る．

25`Ｉ 

Gd、｡Ⅲ

武選yＩ

災Iil寺照雄･'''１１：

Iトヨ澱１１

＊tHItiii 

I鱒211：

<平成Ij111折iiH
未刊裳H1#1絃１．入

)1【)i(１１；と望多lIMr胖而轆己念のエレク

トロニクス薪能で(iliHf天人><J7膳〉の

肌Ⅱを殿ﾀﾞ'し．レーsf-シンセサイ

ザー･エレクトーン雄どを剛lup池臼iiと

曝子Iま脚衙．

255 
：１リラＲ

、菰

１１１２元三燐ｌ

Ｉ催lIf六郎閲IＩ

*剛ｉｆ流

19021Ｆ 

(平鵬)lijIlIjWi
轍；(114.4】 ;ＩｉＩＵ諭[I1li総|･と

鷺脇本HiHIl；から庇giiV卿の印授を

受ける．初櫛IjL蝋Ⅲ111新騒琳Wilii．

256 
2苫へＬ

jKj 

ikルWI-作H

iRlF丈溌獅Ｉ；

*ljlI1lMi 

l992KI： 

(W(蝋1)n1j初横
締l誼【Ｍ１絵１.三

iIt卿t･女三⑩富を迎えてより紫の｣：

心HLfL，進に死に至る老逃しふり橘み，

1MIuWVを獄う．

2罰７
Ａ２２ＥＯ▽Ｐ１兆

ｉｉｉＺｉＩ罪l称

随Ji光珊１１;ii4・筋

ｲｨ 

ｦIIIII作・呉1iljiI

１K【帷

*1k(k滝

I992IH 

(I1Mbl)Ⅱ1111｢リ
希Ｈ１鰯Ilh！』続・1.-。

佐渡;ﾆおけるIljと伝拠に識'し．世月
弥J)ｲ､謁卿企脚符jの蒜H1･橡路･ｉｎ蔵

などを'&Ⅱ]･iWzの灘を稗うやｉｉｉ降り

贈る期|iiiで結ぶ,

258 
、！広し↓ｉ

ＩｑｌＭＩの搬

Iii本安塵作詞

illH典商節{！

*Mllt瞳

I”3;ド

(平成5)Ｍ１淵麟で

3D欄

1tＦ１識111#1絵十・上

億M(定家．志ＨのＩＦで後脚All院の女冴，

ついで後鳥羽院の4(震よI)．ｊＭのiＬ

やＷＡ－荷のこと)ifとをIHI〈．

259 
：▼２や

ｌｋｌＭ 
11上YiiZ{i；

(節付なし）

1993$； 

【jI2成5)l/lIfI5

｢ilNl（物語jill頓の躍1kに躯I“た擁】

能．１１１鱗;も作る．

21iＯ 

２９ヶｆｂ

緬鯏

ホワ藤I圏

1A;卜彬節(＃

*Ｗ多就

1993年

(JIz噸)3）1｢IIiiilO

H初ii（

未Ｈ患ＩＭＩ職f一六

jldlらか鞍llZj:の11iに．曾[lIf騒動のた

めiifHiを没４１誉ILIli祁に没した脇｣1人

幡鮒･Ｉ･二代金繩緬羅の鑑泓｣し．｛ｻﾞを鯖

リ脚う．宝'１縦l仁rTⅢ1.1耐忌のiii魂
１１１１ヒレ､う．
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新作能の百年(1)（23）１２０

ＮＯ １１h名 作9節付 刊年､成立年 掲戦誌など `未刊鬮曲集 内容

262 
<Ｍ1つｧＤＯＳ

永淡の朝

fi木近欝作i3il･節

け

*iuIt激

199`13； 

(平成6)1211鰹噂

子にて初晩能と

しては．1996年

(･１４M(8)1011初iガ

栄１１歳I;Ｍｉ銃－２}.

(1分に先立って25オで携ﾀﾋﾟした妹とし

二｢を悼み，riiI畷MiIよ｢Jkijlの刺｣｢慨の

針｣｢無jIJ働兇jの箱の識を郷いた．そ

れらに挫づいた能で，後19では．とし

７`)笈ﾄｰYf治が過依した鱒で笠鱒する，

263 
;86ｳﾞｰＬＡ 

１１;(域

ｺﾞﾄﾞ風さや子li1案

堂本lE樹作蔑

観U聴之節|＃

*観tlt流

1995年

(JIM[7)ZIj柵iii
未Hj稲ii蝋続十八

(iHlt八幡の社iii．|ﾄﾞﾋﾞii鳩頃の職勝で秘

儀のミサを月緊XilflnlBl;埒風の霊よ

り胸願の乱のことをＩＨ〈．島Miの乱を

主逝にしているが，Ｉ可時'二霧IUI醤貿岳

の耽火と火砕M〔被轡を鎮め．彼?譜の
幾噸を祈る紺『ちをこめたＨ１．

264 
邑色▲ィ11屯．

J1ﾋﾟMIMi 

野村万之JR#詞・

iiiUI1観１１t瀞H1節

付

*i【IIu砿

澗初ＴケＪ咀夕』、ＩＤＣ．。今△■荊噛卿平■■８８●ｒ‐日 llllllR俊作く花11)とlHi二ir<蝿樅>に魁を
i\たiUilt作．

265 
Ｊ１：八尾7.#'Ａ

ＩＡ子匁だれ膳

u;場あきｆ作iil

筏ﾉﾄﾞ丈装飾ｲナ

佐囎liiiiiⅢ

西野稀雄台本liMJ

＊181世流

1995年

rI2Mt7)12)Ⅲ，iii 

｢Ⅲ立能楽堂｣:澗

沸朴蝿〈,18/Ｗだ

れ鱈」

未刊擬lljI奥篭二十
Illllfiの歌人与謝野銑韓・lih子．ｌＩｌⅡ1避

難ｊ(霊)の勝Mkを撫材に‘菖人の心象
風ｌＭを描き．ｆ赫のH々を蕊らせる．

266 
３１仁も

獲朝

1M浜鵬｢･原Iド

剛世i斯胤]監修

堂本][桝補綴iii(１１１

軒tF[UIlMl節イオ

野村万篭Illl厩１１

詞

*製l硫

1996ｲド

(平雌)IＩ)Ｈ初液

蛍刊同獅肌ﾐ綴二＋

ilMrに巌ぷ縦lW･人Ni櫛の銀Fiの葉を

紐<H)かろ災柳の１１をMiく．のちに銀

｡「の樹Ii削れて船とをI)．拠朝の窓が

現れ，己が人生を鵠i)．舞う．ｋＩ８

１;に篭我で*'二ijiの原作を，ホトトギ

ス､l刊酊１ilz;d念１丁ＷとしてijllI銃で

初iii(．

267 トマス・ペケ･ソト

搬村職次郎作･演

出

エｌｖ７－ｉｊ･ホー

ルlii刀

憲片邦義|iﾋﾞ粥翻案

*観lltiit

199711； 

(､ﾄﾞ成9)31;初iij（

イングランド･カンタベリイ大JlE1鴬を挺

台に，ｌｌ７０年l2flに超こった大司批ト
マス･ベケット,)殉孜を描く．Ｔ・Ｓ,エリ

オヅト時院J〕段人｣の能１Ｍ輿．

268 
山、§pのりＡ

紫上

深iNiサキIヤ

Ijm本i柵！[,洲1１

;f村刀磁･iliH典

Ｈ１節１１

*剛Hf流

1997年

(１２砿１１)lOjl

紫上の窓をiBい求める光iMiK．１人の

過ごしたiﾖlやかで漁Wfを愛の}７４のにｌ

餌．新i#ilj蝿illi館iid念企l直i、傭の会･jiii
噺工j‘提携公筑．

269 
生か｡１２Ａ色公

廠ＩＵさ廷

IJI]問乙彦作

野|{]鞠行節ｌｉ

桧椅猶)聾i細Ｉ

*iHlIt瀧

l997i； 

(２F成9llllI初澗 キリシタン大墹１１$lIlLj近に弧材．

270 
n.ウに‘jｌ５ｉｈｈ

額Ⅲ

脇1Mあきチ作

観世蕊夫購成･iiji

Ⅲ 

Mj砦六郎姉付

*観１１t洸

1907年

i1zM(9)1211初繍

｢IEIjfｶﾞﾋﾞ楽党l:満

商科416<紬'''五)」

｢能災人|日IJI悔貯

六郎鮨の軒'1ｔ紀

１１｢典～Wfｲ1まで」

１１老いた1,1Ⅱ{iと，峡女が見る若きＨ
ｸﾞ〕幻影．十は亡さ大海人lil=jLや小犬兄

ｌａｒの鞠を呼び．鮭ろＩＦ、ひとﾘｸﾞlしる
in[![Ｌ 

271 
？〈とﾔｵ化■。

催;M１

１１占野安麻呂幡空

111人)作 98年

多久彫'にMifイ｜(､ﾄﾞ皮10)4)1蛎【
*KII世iｆ

IEiⅡ小域桜'１１を訪れた大ｷﾞ11企卯111の

神職の前'二111の過人卵Ｌｌｆを語る．

頂，催のWiと蔵IL権現がllljHL，鳳家

安樋を１Vい、嫌い,脳側の栄えを祈る．

｣刺↑IjL1920(人正９１５１とb､う゜
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1１９（24） 

ＮＯ 曲名： 作L･節付 刊年。成立鞭 褐戦陣など 未刊識lImI染 内容；

２７２ 

1.J､1二Ｊ

運ｌｉｌｌ

'91:木MiIiF作iiiｲ術

(↑ 

＊観世流

'9911《1§

(1(IhRlI〕)４J]ﾈﾘiij（

iIi如上人を１１１，印二，亡き生'#．妙好人

オi,瓜迩如の弟子をIfj9させ，御丈慮’

駄塊抄，オiiiの軟，三帖fMiを醤')，

稗溌のⅢjU1と法悦の櫛を主のあだ})に

,&せる．秘iii上人五百ml忌逝忌紀な能，

273 ｗ祭１１） ●｝ 

Hf村万之丞･小111

霧f脚本．i阿１１１

＊lilltMi 

1998確

('１２１１m[)1４ 

鮭未の水｣二i藩主侭１１１斉珊{1;のi扇(鹿島

&H>に，室町時代の神能〈術Bi綱をIRI）

込んだ新制↑`〕ｉｌ１．

274 

Iら“こ$hAb66j

母恋い運1１１

(仮題）

柳il噺制嗣

(Nil鑓し〉

19981ド

城l[})作llWil

｢Ｍ１から兇た鱸･;Ｉ

i朝12001）

税力(子(蓮iIL幼墹布袋)のiﾃﾉjを鍬IIJ

ろ生1J．１１(，念仏のうちに乳ｵＬ＋は

仏世界の人となった迩如(チカ)力(天女

たちと尖}二現れる．蓮IilI上人xii年iｎ

息に凹んだ81.

275 

《ｉｎ･い

空iil

蝋よ】剛作

廿梅六郎i1iil↑･iFi

出

*iHIlt朧

1998｛|： 

(1城１１〕)Sjl初iiji

i能辮人luI3梅惜

八郎能のi】rlt鮎

古典～Wi作までI

空iiF没後百年の蔚計111を灘台に．イし笹

l911iの〃に守られて，仏法を究め衆生

を救った空栂を描く．新藤寺Ｍ聖チバ

|･fIz肥念．iM111寛朝klW正ｆ年御遠忌

成H1山葡li：．

276 ‐李任》
|則本litHilf･iiiⅡＩ

三iPtj樵磐宵楽

*剛|U:ijiL

19118 

I平Muoliil1iHiii

(M1愉)．ペケ･ノドの｢ロツカバィ｣．鮒

珂太郎の涛｢IjUを粥鯨に．能(観１１t蕊

炎)と現代憾踊(大ワト鯉)')コラポレー

ション．ゴクーン現代能．

277 ジゼル

水原紫苑駒＊

l雄六H1企iii総桁

Iﾄﾞ･Ｉ打lB

Illｷﾞﾘﾄﾞ次H1Illl巣iii【

H１ 

＊餌Ut洸

1ｌＩ９９１ｒ 

IjI戒11)ＩＩｌｌ初澗

i龍雅人ＩＭｌ３侭iｉ

大ﾛ;糠)iJillt紐

IIi典～斬|憐で」

ロマンティック･バレエの始llllとして剛

らｵlる｢ジゼル｣の翻灘．ｆＩら命をI9rっ

たシゼルの魂，恋人の典尖⑪副いを101

り浄化きれる．

278 

昂一人１（ｑ'H１．６うJ,1Ｊふ

1111白一条蝋ID；

+IIllMi三ｌＷｉ作

概村(iili姉付･iIji

川

*観l1tMi

190MＦ 

(１１MuljlOⅡ.染

#!i能でilj鮒

塞日J時代の公卿・条瀧几切１２千で，応

'二の乱後．家訓の土佐幡多荘'二ＴｌｉｌＬ，

臘腐の他に病没した-.条軟肘に収Ⅱ．

279 

ｆの｢`ｊ２０Ｍ

ザ浮橋

瀬lIIA1寂聴作

[１１本東次郎･iii芳

/《蛾ijVli

＊inⅡMｔ 

､()ｲﾄ 

(､'２砿】2)311'1！iガ

｢ii2蝿人PIj3榊了

六HⅡ能のWillt範

ih脚～訓↑まで」

iiiij丁|Al撤聡の新

l↑能馳甑浮繍」

j劇作は「ilI(氏物iMij宇治|･鮎に収付し

た寂聴の小説｢髪]．

０ （８ ９】

6zO｣すが［』う

大坂殿

蛍水｣I澗作

ﾉuil文選･Ｉ§恋人

H1iijiu 

*観ilji枕

2000fＩ（ 

ll2Mm2)711初iiji

｢雌蕊人｢１３梅濫

六F'1糠)新世紐

Ili典～Wf作までＩ

纏え落ちる大堪域とともに．［Ll害した

裾頼とその趾淀芯ひとI)救出きれた

fNi、オペラ的手法で作らＩした，大阪

嘘葡能鯆20iil記念能．

281 

;＿?,０１▲４．８１，４ 

Ⅱ輪)1輪

河ﾄｿﾞ偏1K件iiI･節

Ⅱ 

＊観１１臆

2〔Ⅱ〕DllZ

(WfMu2>５１IWii9 

でJ1l鯛

良憧ゆか')の地11噛雌をiMﾅｫL尤旅伽の

n$に，良覚の弟チメに､魁と．ＨＭフラン

チェスコの弟トキァラ勿鐡がRiiれ、ＩＬ

いの師について語り．形兇の衣をまと

い豚う．、圃白i上十イト綿｡念能．良宜

上人と聖フランチニスゴのI秘＃．

282 クレオパトラ

i鮴棡次ImItj1.

hil1ケ

＊観世Md

200(Ｍ１： 

(1戒I218jlI！]櫛

ンエークスピアの｢ジニ，)アス･シー

ザー」「アントニーとクレオパトラ

拠る．
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新作能の百ｲﾄﾞ(1)（25）１１８

NＯ lHI名 作､節付 卜刊鱸Q_成立年 掴戦艦など‐ 未刊繭曲梨 内容

283 
ＪＯＯＩｊＣ葛1.：４４３

凧iii'1､太H1；

ｉｉｉ木ｉｉｉ＃作詞･iii

付

*ＩＨＩ世涜

200〔l〈『

(平成１２)81]期iin

伯州松本)}qが大き*灘だった薊を舞台
に，母･FII脳とその子･小太郎‘そして

父･白繭玉が〃を合わせて淵を砕き，賎

か必.}ｴ野を|↑ろ．「脳⑪ｆ火郎｣の物弼

で．本作Ii,IMIII光山｢凧Illの腿篭｣所収
の蝋就による．明１１職能オリジナル作
【I

11lル

284 
あんＬＬ､几か

接$|;ii歌

蝿1M.武犬11(作

杉【''六鰍iill；

鈴木化太醗ilIl

*観世鞭

20〔Ⅱ〕年

(２１戒12)9Ⅱ初iｉ

艇Ｈ５ｉ:(10(X))．１１本に標瀞したウィ

リアム･アダムス(Ⅱボ渦･弍荊没

針．l5ii4-l620)の鵬[IⅢfiI;ii凸念１１１１．
鑑として｣菰．

285 ｌ尭薗卸し回示
｣l[上山夫作詞･hii

ｲナ

*宝生疏

2m]ｲド

<平成13)31｝
'k(･Ｉ城13.3）

ⅡzIsの朱鷺の鞄櫨を鑓い，「人i【')lul膿

尊')蝋1kは４kきとし生けるものの生命

“減亡;こ過し､やるエネルギーとなる
ことへの鰯jiUが帷、．

286 

巴?,しよ

』H2域
＆３， 

の

･jq 

lI 
柳沢斬治ｲ慌iｉ

櫛lＩなし）

2C〔ｌＩ１；

(iF茂13)I｝Ｉ

｢１９１から兇た能,ｉｒ

iij(2()()I） 

ﾆﾋﾙ晩翠の詩｢蒐城の!】｣ｆ黙材とし，
汁黛城の11#をiiliれえ窪詩人(晩禦)の
iiiに．城l：たI)し老武人⑪笈が乳jL･

許を錨る．初梢は1992年だが人噸に淵
菖肛した[１１．

287 
プゼ19▲

jli髄

山本M(次郎作

lH世禰利監係･節

lij 

IIl傘蝋次HrIIlUliKJi

I稀リ

*剛１１鏡

2M)iiF 

(､l城l3j7lI初揃

桁棋１９火111”何２k利'11')jMii型に．太

Ⅲjij柵の蛍H1ｵL・「11[吹の｣の歌のﾘﾄﾞ．
江Ｉご蛾の１Fなどを認lハ風M('〕鰹を脚

う．ｉ)I勢1i;MfIlj刊30M|躍をjd念し伊鰯
M(7t｢が制作

288 

TｆＪｇIF丸巴（

サダコー腰耀
ゲムニ

のJL-

戦本1K御1；

ｲ雛六H鵬l拶

權若瀞矢節Iオ

野+＃小三郎川狂Ｅｉ

作詞

’1,}{l幸子ドラマ

トゥルグ

＊観lIkMi

2001年

(平成13)91]識ii(’

2002年(平lfl4j年

広月で｣獺

1蝋の咲凰をiMi汎た腿邦の旅人．通iJl
を介し陵鰹粁の女から，原爆錘で亡く

なったサダコの像やt噸的ことをlHIさ

--締に刺を折る．やがてkIIIⅡlで灯iML
Miしをすると．側になったサダコの薮

が1MｵＬ舞う．「現{鰯でi1ｹかｵLえ諦で
あｌｊｉＫであI)鮨である｣，

289 

'1ケ0:rntP⑪Ｔｌ二6？､１１０

内濠'二職ある
。|LAイニＬ①

いは二
ｈ５．hs'９ 

1tの影

巌沙?童作i耐Ⅱ

KHu蕊夫節{Ｉ

*観世流

2001年

(9)[皮13〕9｣lフラ

ンス．プラング嘘

随1fl際クローデ

ル会溌｣で苅鯛．

牛

(平llu6j2ll・恥

Ji(･】K櫛とバリで

１１航．

iZEAMII〕2｣
(201 

Ｉ臓をit策する老狩人のⅨ魁．「二篭の

！〃｣の腱常と友染）l弛の水底でのMi世
liqヤコプの調停．駐Ⅱフランス大使で

劇詩人ポール･クローデル｢;Al巌'一二:!」
の詠衡、「繕ｆのWtlなどに拠る．

290 
ＩｓＬｂＩ 

Ｔ風

字鹿j､成作

金剛永激監朧

*金IWMi

20DIII； 

〔､l城13)l())I初iii

松lljの僻ﾋﾞ仏嘘をIilねた都の11k人のIji
にｆ似の聾IliijL・俳句の道をi1fり風い，

liのtlt界へ外っていく．jflHfBLii年
雛,ij念の能．

291 
て.!(-$、j-0.1虚

庭上悔

ﾙｰﾋ梼久作詞節Iオ

ホ付i}:雄l岨[同作

渕

＊観Ht流

Z001fr 

(iIIM[13>ll1iiI;嗽

子で瓢iiii

大蝋')桁で轍臥してい愚新ハ狸を学生
が兇縛う．心M1められヵ所ｌｑは片蕪の
体駿を論l川鑓詩｢腿I鷺の襲纏｣に｢iら

のI閃念を証す．ィI〔．撒に勝ﾙｮﾑｶﾞUれⅢ

１１Ｉ,鍬1W神を麺う．力嵯鷲･iiij芯41大学
it辮部紫,;１$会iiu柵．
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117（26） 

NＯ 曲籍 作上`;師付 刊傘､Mii立年 栂較稔悲ど 未刊謡曲梨 内容

292 

先?,多dJ

jil奥

尚鯛千I』作

illlt暁夫節(#･樹
lＵ 

*ililltMt 

200112 

(ｳﾄﾞ皮13)lI1i細ii（

火寧肝犬満満にif胤道典の霊顕れ，皆

を綿I)．侭ぅ．ｉｆ風Xiix郷神忌１百ｺﾞド

大癖2念の新作iiE．

293 

i､壱､砂.'ｄｏＵＵＰＤい

幾Wi噺Wｌ

fiIU弾FIi蝋作

梅轤六郎節ｲｵ･Mi

lil 

Llr・マリック撤台

空冊繍ｌＨ

*観lItMi

卿01陣

１１(Ifl3j]211ﾄﾞﾙ耐

｢t騨入pl3催瞥

六ｉｉｉ能の新１１t紀

i丁典～断１１:まで」

溌賜鮒安INll#1F1の米商，」二脚Ｈｉｌ＃illl力８

祁にh愚逮''１，庵の箙lil⑭夢|ﾆ見た先

祖⑭散奇な!}鯉．物謂の漣をl儲るViili

と紫風Mi職との放しい撒い、可降る偏

の森．

294 

弓９か``･ｎ

ｉ瀞凝
柳瀬T樫作詞

節付なし）

20021； 

(1戒１４)l｝1p[価

かって天王If蜜霊会の灘撚に，便徳丸

の優英な同盗に恋いこがﾌﾞL心乱れた姫

天王寺'二]Blれ,継母の譜i菖iにより愉て

らｵLた盲目の俊憶ﾒLとぬく.})逆う．〈又

１２寺物lIi>(魔絶Hk)の蕊作

295 

かい『'pIRｳ３上、

i湖望郷

林劇作

ilk+l樋次郎筋(’

*観Ilt流

魔

(１４'1(]''1｢j初漬

望隠の念を抱きつつI#１国の地'二没した

juHli催阿Ili｛１１麻呂にlH材．

296 

liLnT`目AⅡ

乙女111雛
多ⅢW満洲↑

(節付なし）

2002ﾉド

|平iifl4)1月

すば愚(21〕02.1）

~多|{i1iII満ｆｉ蝶

｢封を切愚と｣」

2[)Oｲ年(平成16）

」iiの肴，ｉｉｉ母の1r）jを訪ねて奥１kに入

り，腹焼の男から111姥の叩をＭ１〈や．

、(若き次の柵が現j1ffを語る‘その

夜、111姥(魅腹の柵)が現ｵL、111廻りの

啓まを見せる．

297 

‐ｐ８Ａ 

ＨＬ 

典谷WIk筋Ⅱ

笠#概一･iiiilli

＊謀多蹴

20[)2年

ｉＷｕｌｉ 

｢平家物;Ｉｉ捲兀の｢１１兇｣の童殿を原文

のまま能にて上iii[（非公Ｍ)．

298 

ペルナルダ,アル
い几

ﾊﾟの察

ガルシァ･ロルカ

隙炸

水原紫苑脚本

iii水庶Ｈ１l成・iiiilH

2002ｲド

(6)z成卿)211初iii

2011t紐のスペインをｲﾋ茨する識l･劇|乍

家ガルシァ・ロルカの悲劇｢ペルナル

ダ・アルバの家」を中心に，Ｍｉ･現(［澗

劇･灘jiHL代晋楽による｢】ﾘ1代能｣．緋

肉l:ｉｎ)･柿奈111芸術文化財風j1iliiIf鹿．

９ ９ ２ 

ｇｑＪ，ｂ几の！

繭のむろの木

帆足１１魏I粍向Ｉ

大冊政充iiN

*再多流

年

(､ﾄﾞ１kⅡ)ｌｉｌｊ初iii

備後の胸のNiが稼台．刀漿駄人･大ｌｆ硴

人と，ｉｆ詩人･菅茶111の】↑空を超えての

111食い．亡き婆への趣;のfHと孤独嘘

j1Aい、

300 

一二，のq'

朧１ｋ

（]牢+Ljff作

|蝿六厩節ｉｍｊ

鐡麟一横l}！

*観Iitijli

20'〕21Ｆ

(､}戒Ｍ)71Ｉｌｌ滴

l乳20<2005.4）

､i牟礼１kｆｔ巣」

詩人1J牟礼迩卜による，水俣捕をテー

マとする｢#海瀞｣｣を発展させた狽魂

識ｉｌ馴化橘ﾜ)会．

3(】Ｉ

Ｐｊｌ:ﾊ 

ｷﾞ:Ｉｒ 

属野瀧蝋悌リ

洩ﾄﾋｭﾅlljiiilii･iii

!｣Ｉ 

*剛llt流

2002年

()}'１１m↓)lljI初iii

能鰯ｻ螺8(2＄Ⅲ

I》

欺灯`)新体詩~jlA腱寺の一夜｣を鵬に，

｢１１１枕jの11上界を緋})た夢幻能．旅の詩

人と異良乙女の霞とのＨ１逢ｗ)鞠調．

法玖大学文学祁八|･Ｍ１#;･能梁H1究所刺

没五十周牟記念・餅lUl会とjLlijIIM作．

302 

『』ず5人÷ん．二

軒辮噸女

iii材燗亜作勧･節

ｲオ

＊i【Hllijjlt

21)ｌＪ２{I； 

(､ﾄﾞ成川)il)il;ｉ

親の篭いを救いたい一心で，奇特の力

を求める１Ｍ(人．茶ｎ．野MW)ilI鳶寺の僻

｣･天に参り．大漁flIIfの霊から'冊絲の

11;をＭ〈．やがて寺の識l･観僻尊女が

顔ｌＬ奇璃を示す．Ｗ勝景1ｈ京孔１年

iill念の能．
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新作能の百年(1)（27）１１６

ＮＯ 曲名 作lQlIMi付 刊年･成立年 褐戦購など 未刊鰯１１N巣 内容

303 
ごり▲の．‘しＯＬで/、

五棺掛･武麗Iji

jlsij灘山原作

狩Hf謙鴎監修

*博多礎

2(j03年

i1411u5)411初楓

宮本武蔵の11蟻のため霊蝿寺に詣でた

iiIIli]尚鼓がiKでTiWaに逢う．侭

f(のXMiを求めてZr満する武曹の盤が

現れ．やがて{liI)iりた１１$，Ｖi戸の醜ｉｆ
現れ．１１輪の瀞を舞う．

304 

１，．，１ｌｂで!《;;ん

一石仙人

多1H常雄作月

；隣↑in次郎筋付

*iHlll:iii 

20031； 

(jiP成15)5ヨ初讃
鵬の１１１の能獅fi」

Ⅲ１１憧理讃⑪提nIUl廿アインシュタイン

がシテ．ｌＺ題は~まことの不思議とに黛

膜をnlｵLろAlIlI｣｢神'よ芝16繭Lとも邪

悪ならず(この一ｲﾘのみドイツ鵠で謡わ

れる)｣という;蝉に災約される．

305 
I｢人'マｆＱ

原子雲

宇刑Hii旗lⅢijilIl

金J､永謹監催

*翁同I説

2m〕11年

(jF旗15)811初iii（

テロや髄争溌牲の女↑1.J1kたちと，Ｍｉ

膿でjlH菜の死を遮げた人々が！{まる霊

界、ｉｔ泉のliil｣を舞台に．原子鴬で命を

従ったjMl子と，そのiT方を尋ねる倦女
の物語．

306 
.'.：二８２゛

HFH 

慨[Ⅱ腫隆原作

味方玄脚色１１鮒

＊観世流

2603fｉ１ 

(I4MU5)lOlj初演

jl1#憐という幻の傭を撒台に‘僑守の

老蕩が濁る，ｆｌｒ１１１に罪の殿４を文字で
lWl訂したlIiい風の亡霊の杓調．

３０７ 

４－２どII

ilLl:｝ 

uI崎楽堂原作

|剛根祥六i1鮒

:11本〕l〔次郎１１１１録；

作詞

宰醐'1t滝

2003年

(平成]5)](1)I初iii
037<おるの蝿)(大lli4jiH)を辻作I』j[咽し
て｣麺．

308 
し二斗ＴＩ

始旦帝

jNj月/kHl;作

能楽歴iii11.1乍劉

側よ嵐愉}Ⅱ

*観世髄

2〔１０３ｲド

(平成15)l2l1テキ

ストリーディング

のJ(JAとして孤澗

｢始型制

ﾉidii〃栄嚥をjkぬる輪[締と．その命

によ'ﾘｲ{老不IIjの仙蕊を;kめて縦立っ

た1編．220(1年後の荷台で二人の魂が

IⅡ会う．腱勵識｢泉術｣の符箭による勧

粥．地ドボ川の典ｌＺ連にM1をfliった｢。

ロス｣劇で，現代能と鋤[っ．

309 

dＭ４Ｚ 

撒

字間通成嬬1.節

付

*金司j流

2003年

i平戎15)1211初嗣

脱藩を企てる郷1Fを待ち構えている｣二

住iii近の１挺2,):′I､怯某１遡康龍馬とiH付

惣之患が通りかか})，磯し〈;締付る

が，タトロ知識等を披篤し，熱くⅡ本⑪

将来を鋪み,色､１Jたれた小檎二人を

、間きせる．

310 
〈『,＄rp

鉱

欄ｊｉ内寂聴作iil

lll本東次郎監修

梅蘇六INjlElI↑･iiji

lⅡ 

*馴仕流

2〔X]3112

(平成13)lヅ]初轍

｢禰戸IAI凝聡の新

作Iil:蚫犠fL隣」

kl劇へ'丁〈炭』１１．大智;のり】で１１l会った

ｋが1111かす，あきまい慨lhlの物繍．

ロ立能躍戦ｌＷ鵬20IHI年iiu念続U公演．

311 
』#･とq･」2V

博多111笠

水際紫免脚本

I隣\六郎縫合藍惚

＊ult流

20〔L１年

(11皮16)911初櫛

瞬ロの職人，ノLIill柿崎の浜で，お汐井

取I)を兇．擶H1櫛へ参})．｝班の芭人か

ら概同祭の１１W祖祇ＮＭ:の祭神のJiを聞
く．その挺占‘)疫lii悪Ｈｌが出H1する

が，八坂の挟間ｷlよ')素菟鳴簾が腿↑』
し迫散させる．

３１２ 

り几⑪'0

111体

様灘+トキ作;ｉ１

野村四H;ijMlN

笠＃賀--繍uｉ

＊HRli疏

20MilZ 

(平戊16)11川Wiiji

宗舐・読腿の跡を誠ねた巡軟師桜簾の

Iiili二．利ljKの談とくW鮒,)Wiが蝋ｵL，茶

のＸｉとＬ､を溺I】，厭う．iIt；IＩお粥まつ

I)2004の--燕とグランシップiJ1館５１Ｍ
年iHな能．
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ＮＯ lIhii2i 僻輸付 f癖b成立躯 鍋W､鯵など 未刊職lIil狐； i､;ヘド内霧［

313 
０Ｗ;の４９曲04

小Hf糊｝

1M嶋あき子{1：

撹聯六郎節{1.耐

111 

＊､l遡鷺

200坪

112皮10)】Ｚｌｊｉ噸

箙舟の拠父州．小11の案|Alで，;iL刑の

l峰訪ねたAlと乳人子の窃近に．浮舟

は入水未遂のⅡのことをIliI1IL．ｈ｢う‘

lIMI轆蕊散･ljlD-とぴあj$111企閂公讃

如二よる次のための次の縫でiUiiT．

3Ｍ 

｡＄十毬上・えＪｔ

龍･ハムレソト

｣LIIiNi猫１１【ＩＳＩ

八ＩＨＩ避弥地織節｛it

Ⅲilt農夫･lHlf〃

望郎･上Ⅲ11;鱗甘

ⅡＩ 

＊KMliL瀧

)1年

(平11,6)l21IinI液
蝕合丈I上１３１寵Ｉ

デンマーク，オッィーリアの11$で，袋

（】2がホレイショと|ヨ儲し,のちオ

フイーリアの聾，ついでハムレットの

画が別れ，「１１:ﾀﾞﾋﾞ｣｢詞Ｈ１と懲介による蝿

ｌｌｉ｣についてiMil)，拝ぅ．

』Ｔｌ ３ 

７４'９（D 

M(爆患 多H1激雄作
209111： 

(平MnＭ.側

IltllLで初めて虹鯉が膳ときｉした嘆息を

何台に，伎魁櫛たちへのIルリ，蹴魂の
|i1． 

３１６ 
急２Ｐ９ｒＤｔ■･IF

｣&塀〕裂け 多111闘蟻作
2(膠11F

IjIz魂]fildiuii

ＩＬ時の随jIHf⑩盤を興ぬるlI1Il.２００５

(11【皮l7llljI.隣13160年のM1盆の燈し

として輿崎iiul:Ｘ主堂で柳iiiyiﾐ．
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(29）１１４ 

◇新作能１１１名索引

（五十音順）

海の蛾

永訣の朝

英断１１端く

えにし祭

大石

大坂城

輿津

隠岐の橡

奥の細道

乙女111姥

鬼１７１１：

小野浮舟

おるの鈍

女と影

象潟１０８

義士供養０３０

喜寿Ｏ６７

北野１４５

義仲寺084

君が代１８８

玉砕１２６

清盛］７４

棡壷１５３

銀閣寺１５５

空海２７５

草枕３０１

地３１０

妻丼雁１０３

柴栖桜２４１

クレオパトラ〔竹'１１新作〕

１０２ 

クレオバトラ<津村斬作〕

２８２ 

軍神 １１５ 

元冠１２７

原子雲３０５

顕如１１１

原爆１７２

原爆忌３１５

恋衣１６１

恋塚１２４

興Iliの光１１３

端峨156

興教２５５

荒城の月２８６

香水046

降職０６２

悟機庵０５５

御香寓１７３

五jltの塔２２０

琴０９７

護法還元歌045

7[輪１１ド・武蔵伝３０３

７
２
９
３
２
０
４
８
３
６
１
３
７
８
 

７
６
０
７
３
８
１
５
２
９
５
１
３
１
 

０
２
１
２
０
２
０
２
１
９
］
１
３
０
２
 

曲名 NＯ 

あ～お

育丹吉

明石

晶子みだれ髪

金野

茂香姫

旭桜

朝日新聞

足尾銅山

熱111

安二上の聖母

安倍晴明

雨乞世阿弥

綾の鼓

綾鼓

鮎

荒木又右衛門

有王

按針讃歌

イエズスの洗礼

碇引

いぐさ神

石切

和泉の宮

出雲井

一･之宮

一石仙人

伊良虜

様の潟

浮橋

牛滝

繋ちてし止まむ

ｎ
〉
⑥
Ｄ
Ｆ
Ｄ
？
］
、
４
１
４
Ｆ
、
、
ひ
ｑ
ソ
穴
０
⑥
ｏ
【
Ｉ
ｑ
〉
９
全
く
ｂ
⑪
。
１
１
４
幾
，
５
利
１
，
⑪
｜
、
７
７
５
４
’
４
？
】
ハ
０
ｑ
》
Ｐ
。
〈
Ｕ

０
〉
ｄ
４
か
り
の
。
０
）
勺
１
Ｒ
〉
Ｄ
』
ｎ
ｊ
４
４
０
〉
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ｎ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ
句
、
ハ
リ
ハ
Ｕ
刈
染
の
⑥
４
１
ｎ
〉
１
．
０
く
り
ふ
る
？
】

ｎ
Ｕ
１
つ
】
勺
１
？
］
（
Ｕ
勺
ｌ
ｎ
Ｕ
９
』
９
』
９
』
？
】
１
１
９
】
ｎ
〉
ｎ
〉
？
】
？
】
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
９
』
ｎ
Ｕ
１
１
ｎ
ｊ
９
】
〈
Ｕ
〈
Ｕ
０
１

力､～こ

海Ⅱ望郷

海iiiＲ

解放

海霧

加賀のＴ代女

姉屋島

かぐや姫

鹿児島

鹿島

片|]１１１

河荒

首途

iiiiiI1IIIll 

liiilll 

神風

雌ケ洲

川中島

瀧圃房

鑑真ｷﾞⅡ上

寛朝

関白一条敦脇

祇園

菊水

Ｆ
Ｄ
Ｐ
、
、
〉
１
１
９
』
Ｐ
Ｄ
Ｄ
ｑ
ｏ
〉
。
〉
庁
ｌ
、
ひ
つ
Ⅲ
ｎ
Ｊ
へ
Ｕ
く
り
【
ｌ
ｎ
５
（
⑪
０
Ｍ
凸
弔
Ｃ
Ｃ
Ｇ
組
（
ｂ

ｑ
〉
ｎ
Ｖ
く
り
？
】
刈
田
１
１
？
】
可
１
弓
Ｊ
』
、
句
Ｊ
小
Ｄ
く
ろ
く
Ｕ
〈
Ｕ
夘
０
０
〉
・
Ｉ
９
句
ｏ
『
ｊ
Ｐ
Ｄ
３

９
】
〈
Ｕ
・
’
９
】
？
】
〈
Ｕ
？
】
、
Ｕ
バ
リ
、
Ｕ
勺
１
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
、
ｌ
〈
Ｕ
刊
’
’
１
〈
Ｕ
刊
１
？
】
？
】
刊
１
９
］

内濠十二景あるいは

二重の影

内船桜

2８９ 

１２５ 
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１１３（30） 

衣の盾

さ～そ

差兼草

犀龍小太郎

嵯峨の雨

桜井

桜井駅

桜岡

桜が池

サダコー原爆の子一

佐波

佐渡のロ蓮

佐渡詣

実朝〔高浜新作〕

実朝〔土岐新作〕

実朝〔堂本新作〕

五月雨

三十六

椎葉

重衡

始皇帝

ジゼル

舌切雀

使徒パウロ

四面楚歌

十八襖

如安

青衣女人

不知火

白峯

塩飽

親鷲〔竹中新作〕

親鷲〔土岐新作〕

親驚〔百瀬新作〕

水llll寺

杉

資時

世阿望･臆

IItlljl弥

１１t阿弥ilj:兄

征蛎の淡

械薪

蝉丸

藤光寺編

千hk灘

宗祇

た～と

蔦加茂

土僧

鶴〔津村新作>

鶴〔士岐新作＞

鶴岡

鶴冨

庭上梅

手形石

手古奈

鉄門

天長節

天理教祖

朱鷺

桃園

道瀧

燈台

時宗

トマス・ベケット

鞆の浦

鞆のむろの木

139 106 

250 

008 

075 

076 

099 

０１３ 

０９６ 

７
１
７
３
０
６
１
３
５
６
１
４
５
９
７
１
１
７
０
９
 

４
７
３
８
１
４
９
３
１
３
２
２
８
５
８
７
９
６
４
９
 

０
０
１
１
０
１
２
０
２
０
０
０
２
２
２
１
０
９
］
０
？
】

⑪
③
⑰
０
八
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｌ
ａ
刊
ｌ
ｎ
Ｕ
ｎ
５
『
ｒ
４
号
、
Ｕ
刊
１
，
４
八
Ｄ
ｎ
ｊ
〈
Ｕ
ｏ
”
】
⑪
ｂ
、
５
月
Ｊ
【
Ｉ
。
〉
ｎ
ｖ
ｍ
Ｏ
句
、
０
白
ｎ
Ｕ
ｎ
５
Ｆ
Ｄ
ｎ
５
勺
Ⅱ
０
〉
⑪
⑥
⑪
０
年
１
ｌ
ｂ

⑪
⑨
、
ひ
０
⑫
、
Ｕ
（
Ｕ
可
ｌ
か
Ｄ
Ｃ
Ｃ
刈
田
ｎ
Ｕ
丙
Ｉ
川
出
ｍ
ひ
八
０
年
１
０
４
⑰
ひ
０
冊
ｎ
Ｕ
句
Ｉ
ワ
ム
ハ
５
Ｒ
〉
ｎ
Ｊ
知
。
０
日
〈
Ｕ
９
】
？
】
０
〉
ｏ
〉
？
】
毎
Ｊ
ｏ
二
八
Ｕ
０
〉

刊
１
ワ
グ
一
利
ｌ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
９
】
ｎ
Ｕ
９
】
９
』
？
］
〈
Ｕ
〈
Ｕ
刊
１
ワ
ヨ
ハ
Ｕ
９
】
刊
１
．
１
①
。
？
』
バ
リ
泊
１
．
１
ｎ
Ｕ
９
』
口
１
の
。
９
】
９
】
〈
Ｕ
ａ
１
Ｏ
』
〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
刊
１

火雅

人山

犬螺樹

iHiT･惚

臘リト

Miiの泉

騰の)けｉ

勝jiIli

1njIllｲi近

焼葉庵

竹

竹収の翁

鮒地蔵

橘

髄城

随の１１

多臓

珠鑑

魂の典

拠(|{椋

墹之illi

禍'恋『･抄

知恩院

ＩｉＭｌｉ 

智辮lMi女

忠瀧

隆之助

待I１

１ＬｉＬ 

121 

035 

193 

004 

248 

130 

243 

２１４ 

２６９ 

０１８ 

２５３ 

０７４ 

０９５ 

０２０ 

２２３ 

１５０ 

２１３ 

４３ 

２１９ 

０５６ 

０２２ 

１７６ 

１４１ 

２３１ 

３０２ 

１０７ 

０４９ 

３０６ 

２９７ 

な～の

長崎の聖母

なよたけ物語

南叡山

南都炎上

熱田津

日輪月輪

二宮

入道塚

爾霊llI

尼蓮禅河

人魚

額田王

能・ハムレット

乃木婦人

後の羽衣〔原作〕

後の羽衣〔原作＞

宣長

６
９
０
８
５
１
４
９
５
２
４
０
４
３
４
８
９
】

１
７
５
６
３
８
９
４
７
１
８
７
１
５
３
５
８
 

３
１
０
１
１
２
０
２
１
０
１
２
３
０
０
１
０
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(31）１１２ 

ま～も

正商

正行

松坂

松島

幻

真間

摩耶夫人

希典

皇軍艦

御蔭のＦＭ

御蔭の命

水分

水波屍

水の声

道真

水

水城

三のむら

三保

宮崎城

御代の噸

鉦

武蔵野〔人１K新作〕

武蔵野〔１２成新作〕

無明の艸

紫上

室津

女鯉屏風

滅亡

面塚

蒙古襲来

木犀

髻塚

森

森が崎

や～よIよ～ほ

家持

八木

八腿lZi

柳津

山Ｈ１奨政

山Ａ１

山寵１１１

雪女

雪鷺

夢殿

夢浮怖

義経

古野

義教

代々木

頼錦

博多111狭

発向

花風流

母恋い迩如

原木

春

原城

半獣神の午後

緋桜

秀衡

人麻呂

白虎隊

平泉

飛龍

深111かづら

福神

藤橋

藤物狂

双面

二上

二見

復活

復活のキリスト

復興

文がら

平安

ベルナルダ・

アルバの家

望恨歌

法難

法然

法隆寺

子規

瀧公鳥

炎

本願寺

本宮

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
口
１
〈
⑪
、
Ｕ
旬
ｌ
『
Ｉ
？
】
〈
Ｕ
⑪
５
ｑ
〉
ワ
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９
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０
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へ
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、
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曲
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屯
１
勺
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｜
、
く
り
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９
】
１
？
】
１
３
１
？
】
勺
１
０
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】
も
１
？
］
リ
』
ｎ
Ｕ
？
】

081 

１１６ 

２３７ 

０１７ 

２５６ 

211 

227 

029 

l１８ 

０２６ 

０２５ 

１８７ 

ｌＯ５ 

２４４ 

２９２ 

ｌ６３ 

２０２ 

０５２ 

０４４ 

１１７ 

２０９ 

２７６ 

０４２ 

２５４ 

２５１ 

２６８ 

０５８ 

１６６ 

１６９ 

】９７

１０４ 

２０５ 

０３１ 

１６４ 

０５４ 
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３
４
４
８
５
３
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４
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６
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０
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１
０
２
１

ら～わ

雷神塚

利休〔上岐新作〕

利休〔深瀬新作〕

龍馬

蓮蕪ilM

蓮ｌⅡ１重Ｍ１新作〕

蓮AⅡ〔１１t水新作〕

若紫

和気iiIi麻呂

鷲

和霊
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、
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９
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